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感情領域の疾患に-
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①感情領域の改善に優れ、自問・自発性欠如を主症状とする精神

疾患の精神レベルを高揚させる。

②幻覚・妄想などの異常体験を速かに消退させる。

@過度の精神抑制状態を起こすことなく、静穏効果が得られる。
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New Yerkに来たら我々の研究室にもたずねて来なさい， といわれたのをよいことにし

て，私は NewYork滞在中にもと NIHにいた E.Costa 博士を Columbia大学の研究

室に訪問した。BlackBuildingというコーヒー屋さんの寄附した新しい建物に彼の研究室

はあって，機構上は Parkinson'sDisease Infromation and Research Centerに属している。

イタリアからアメリカに移って 13年の彼はこの伝統ある Columbia大学の教授の地位を

えて，さぞ張り切って仕事をしていることだろうと私は想像していた。研究室の訪問者が

いつもされるように，私も各実験室を案内され現在おもに行なわれている研究の成果やそ

の見通しなどをうかがった。アメリカの大学の平均の研究室に比べて，設備は特にすばら

しいという訳でもないが，Columbia大学の古い研究室よりはすぐれた設備をもっているよ

うに感じた。

Costa博土が Columbia大学をやめてやがて NIHにもどられることを彼自身からうか

がって私は誠に意外であった。私の知るかぎり，と前置きして Costa博土は，アメリカで

研究者にとってもっともよい環境は Rockefel1er大学と NIHである 9 といわれた。研究

の自由と研究者のたがいの競争がなによりも必要であり， Columbia大学のこの古めかしい

静かさを私は好まない，と強調された。 NationalInstitutes of Healthの機構とならんで

National Institutes of Mental Healthが新しくでき， Washington， D.C.郊外に新しい研

究所ができつつある。 Costa博士はこの NIMHに新しい地位をえて移るのだそうである。

私は意外な印象をえてまだ新しい彼の研究室を辞したのだが， MacCarthy大統領候補の

大きなポスターが彼の研究室にはられているのも印象的であった。

今年の4月いよいよ帰国するとさ七私は Washington，D.C.に寄って NIHと NLM

(National Library of Medicine)を訪問することにした。 NLMは今日もっとも合理的で

進歩した医学図書館とされているが，ここをたずねたことは私には有意義であった。 NIH

では J.Axelrod博士をたずねた。 金曜日の午後であったが，お手紙には午後なるべく早

来くるように書かれていたので，私はお目にかかるなり別に予定がおありなら遠慮なくい

って頂きたい，私は若いかたとお話しすればよいからと申しでた。 Axelrod博士は，金曜

日だ、から早く家に帰って本を読みたいだけなのだといわれて， ご自身で研究室を案内して

研究を説明して下さった。 Costa博士の Columbia大学の研究室よりははるかに狭心研究

者の数も少ないようであった。 Axelrod博士は， NIHでは完全な研究の自由があり研究

費が充分であるからまったく満足しているといわれた。 噂によると， Axelrod博士は H.

Waelsch博士がなくなられたあと Columbia大学から後任にまねかれたとき，断って，

NIHにとどまったのだそうである。

NIHの総予算のほぼ 80%は研究援助資金として外部にでるが， 20%は NIH研究所

で使われるのだそうである。 NIH内部の研究費は充分なのであろう。外部にいてNIH研

究資金にたよっているアメリカの研究者にとって，最近の予算削減は重大な問題となって

いる。研究資金申請が承認されても実際には研究費が来なかったり 3年継続のはずの研

究資金が途中で切られたり，事情は非常に深刻だそうである。ベトナム戦争のあおりだろ

うといったら，そうではないのだ，そこが問題なのだと，普段はおとなしい若い研究者が

語気を荒げて話し出した。もともと NIHの研究資金は，心臓病研究のためであり，ガン研
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究のためであり，精神病研究のためとして議会で認められたものだそうである。莫大な予

算を使いながら目的の研究は一向に進まないではないかという主張が議会にあるから， た

とえベトナム戦争がおわっても NIH研究資金はもとのように潤沢にはならないだろうと

まったく悲観的であった。

私は Costa博士と Axelrod博士の NIH礼賛を聞き，またこの若い研究者の憤りを聞
いて， アメリカの基礎研究を支えているものは一体なんであるのだろうかと思ったことで

ある。

高垣玄吉郎(慶応大学医学部助教授・生理学教室)
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ACTHの分泌、機序に関する問題は，過去およそ20年

にわたって内分泌生理学における研究の焦点、としてきわ

めて大きい関心をよび，現在にまでおよんでいる。歴史

的にみると SELYE1)によるストレスの概念の導入には

じまり， LONC2，3) は下垂体副腎系の反応、にとくに adre噌

nalineが関与すると唱え，ついで SAYERS4，5)が ACTH

の放出に流血中の steroidlevelが影響するとみなす

negative feedback説を提唱， さらに HARRIS6，7) は下

垂体前葉ホルモンの放出が視床下部によって液素性に支

配されることを明らかにした。 そして SAFFRAN，GUIL-

LEMIN， SCHALL Yらの手によって ACTH放出因子すな

わち CRF*の分離，同定が行なわれるに至った。 これ

らの研究の進歩はいわゆる神経内分泌学の発展に直接つ

らなるものといえよう。現在視床下部向下垂体ホルモン

として知られる TRF，GRF， FSH-RF， LH-RF， PIF， 

MIF料などの研究がすべて ACTH分泌、調節の研究に

端を発しているからである。

ACTH分泌の調節に関して， この十年余、りの間最も

大きい論議の対象になったのは神経下垂体系である。下

垂体後葉に ACTH活性が存在すること，後葉に CRF

活性が大量にあると推定されること，後葉ホルモンとく

に vasopressinに ACTH放出作用があることなどか

The Secretion of ACTH 
Shinji !TOH 

Department 0/ Physiology， Hokkaido Uniむeγsity
School 0/ Medicine， Sapporo 
* CRF: Corticotropin-releasing Factor 

** TRF: Thyrotropin.releasing Factor 

GRF: Growth Hormone-releasing Factor 

FSH-RF: Follicle.stimulating Hormone-releas-

ing Factor 

LH-RF: Luteinizing Hormone-releasing Factor 

PIF: Prolactin-inhibiting Factor 

MIF: Melanocyte-stimulating Hormone-inhibit-
ing Factor 

ら， ACTHの分泌に神経下垂体系が大きい役割を演ず

るのではないかと推定された。それゆえこの問題につい

てまず述べることにしたい。

下垂体後葉の ACTH

後葉に ACTH活性があることは MIALHE-V OLOSS8) 

によってはじめて見出され ROCHEFORTら9) によって

追証された。これら研究者によると，騒音のような神経

性刺激で後葉の ACTHが減少し，一方体性刺激たとえ

ば histamineの注射などで前葉の ACTHが減少すると

いう。 MIALHE-V OLOSSは，後葉の ACTHは前菜に由

来するとみなし， SMELlKら10)も下垂体前棄を摘除して

1週間後には，後葉の ACTHのおよそ 75%が消失し

たと報告している。しかし前葉摘除ネズミに持久性効果

をもっ ACTHを皮下投与しても，後葉の ACTH活性

は増加しないというから，外因性の ACTHは後葉に蓄

積しないものとみなされる。一方 KONIJNENDlJKとDE

WIEDll)はクロマトグラフィーで後葉の ACTHと前葉

の ACTHとはちがったパターンを示したと報告してい

るから，前後葉の ACTHはあるいは同じでないかも知

れない。

上述のように ACTHの分泌刺激を神経性と体性の二

つに区別することは FORTIER1丸山によって提唱されたも

ので，前者は神経系を介してのみ放出をおこすが，後者は

体血行によって下垂体にはたらく可能性もあるという。

これに関して種々論議があるが， もし MIALHE-V OLOSS 

のいうように神経性ストレスで後葉の ACTHが放出さ

れ，体性ストレスで前菜の ACTHが放出されるもので

あれば，分泌機序の二相性にきわめて明快な結論が得ら

れることになる。

これを確めるためわれわれは14)まず正常ネズミの下垂

体前後葉の ACTH含量を測定した。その結果，単位組

織重量当りで比較すると後葉の ACTH含量は前葉のお

よそ 1/3であったが，後棄の組織重量は前葉の 1/8程
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図 1 下垂体前葉および後葉の ACTH含量

度にすぎないから，後葉にふくまれる ACTH活性は下

垂体に存在する全量のわずか 40/0にすぎないことがわ

かった。また各種の刺激による前後葉 ACTH含量の変

動をみたところ15¥ 前葉の ACTHは pitressin，epine-

phrineの注射，高張食塩水の投与，高温曝露などで著明

に減少したが，後葉の ACTH含量にはこれらいずれの

刺激によっても有意の減少を見出しえなかった。

つぎに後葉を無傷に残して前葉だけを摘除したネズミ

で副腎皮質機能を検査した結果，下垂体を全摘出したも

のと向様に副腎の分泌活動が停止しており，たとえ

epinephrin巴を注射しでも後葉から ACTHが放出され

る徴候を見出しえなかった問。これらの実験結果からみ

て，たとえ若干量の ACTHが後棄にあるとしても，生

理的意義をもたないものと結論される。

後葉摘除ネズミの ACTH分泌能

後棄が ACTHの分泌に直接関係するかどうかを最も

直裁的に知る方法として，前葉をできるだけ傷つけない

ようにして後葉だけを摘除したネズミを使うことが考え

られる。事実このような後葉摘除ネズミについて既に若

干の実験が行なわれている。 SMELIK17)は後葉摘除ネズ

ミに epinephrineを注射し，あるいは異環境・音響など

の刺激を加えても副腎皮質反応(副腎アスコルビン酸の

減少)がみられないことを知り，その成績から精神性ス

トレスは epinephrineの分泌を介して後葉から ACTH

の放出をおこすと考えた。しかし後葉の ACTHがこの
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ような生理的役割を演ずるとは考えられないこと前述の

とおりである。 FISHERと DESALVA1Slによると，後葉

摘除ネズミに epinephrineを注射したばあい，副腎アス

コルビン酸量に減少をみないが，血祭 corticosterone値

は上昇したという。 DEWIED19lも後葉摘除ネズミで

epinephrineや神経性刺激によって血祭 corticosterone

値の上昇をみとめた。しかしその程度は対照ネズミにお

けるよりは少い。

後葉を摘除すると vasopressinが欠之して尿崩症の症

r% 

30 

20 

10 

Normal 
No.ol rats 14 12 

口Resting level 
I!'!J After epi nephri ne 

図 2 正常・前葉摘除および下垂体全摘出ネズミの

血柴 corticosteron巴値

前葉摘除ネズミは epinephrineを注射しても血

焚 corticosterone濃度に上昇をみない



ACTHの分泌

状があらわれる。われわれの実験では20，21)，通常手術後 った。 その結果，正常ネズミの前棄の血流量は 6.22土

4日に尿量が増加しはじめ， 6~8日に最高になり，その 0.50μl/min/glandであるのに対して，偽手術ネズミで

後次第に少くなったが， 14日後でもまだ対照レベルより は 8.94::!::1. 90μ1，後葉摘除ネズミでは 9.25土0.98〆
多かった。摘除後 14日のネズミで手術部位をしらべる であって，手術動物で前棄の血流量が減少することなく

と下垂体茎の肥大がみとめられた。これは神経分泌物質 むしろ増加していること，そして後葉摘除動物と偽手術

の再蓄積と関係あるものと考えられる。そこでわれわれ 動物との聞に差のないことがわかった。

の実験では，尿崩症症状のもっとも顕著な7日後と回複 副腎アスコルピン酸量は偽手術動物で減少，後葉摘除

過程にある 14日後のネズミを用いることにした。 動物で増加の傾向があって，その差は 1週間後では有意

これらの後葉摘除ネズミで副腎の肥大があったが，対 でなかったが 2週間後には有意であった。副腎および

照の偽手術ネズミでも同様な副腎重量の増加があったか 血祭の corticosterone値は偽手術ネズミの方が摘除ネズ

ら，この副腎肥大は後葉がないためにおこなったとはし、 ミにおけるよりも高かった。これらの手術による影響は

えない。むしろこの事実は後葉がなくてもなお ACTH 雌ネズミでも雄ネズミと全く同様であった。そこでこれ

の基本的な分泌が維持されるのみならず，摘除の外科的 らの後葉摘除ネズミ並びに対照として偽手術ネズミを使

侵襲に反応する分泌増加が十分にあることを示すと解し って，種々のストレス刺激に対する副腎皮質反応，すな

てよいであろう。なお手術動物に，甲状腺や皐丸の退行 わち副腎アスコルビン酸量の減少，副腎および血祭

徴候はみられなかった。 corticosterone値の上昇をみた20-22)。その結果後葉摘除

後葉摘除手術で下垂体への血液供給が減少し，そのた 後7日のネズミでは epinephrineの注射および音響刺激

め前葉の分泌機能低下がおこるかも知れない。そこで子 による副腎皮質反応が全くみられなかった。しかし手術

術によって前葉の血流量がいかに影響されるかを知るた 後 14日のものではこれらの刺激に対する反応が回復し

め， SAPIRSTEINの 86Rb法によって血流量の測定を行な ていることがわかった。この回復は，前述のように下垂

体茎に肥大があったことからみて，神経分泌物質の蓄積

y
う
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E
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印
刷

Male Female と関係あるものと推測される。 手術後7日の動物で反

応がみられなかったことは， これらの刺激に反応してAdrenal weight 
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図 3 偽手術および後葉摘除(14日後)ネズミの副腎

重量，副腎および血袋 corticosterone， 副腎ア

スコノレピン酸濃度

図 4 正常・偽手術・後葉摘除 (7日後)ネズミの
epinephrineに対する副腎皮質反応
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図 5 正常・偽手術および後葉摘除ネズミの音響刺激
に対する副腎皮質反応

Adrenal corticosterone 

口Contro! 図Laparotomy 圏Hi叫amine
図 6 正常・偽手術および後葉摘除ネズミの開腹手術
並びに histamineに対する副腎皮質反応
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ACTHの分泌

ACTHが放出されるためには健全な後棄の存在が必要

なことを示している。

ところが体性刺激として， エーテル麻酔下の開腹，

histamineの腹腔内注射を用いたところ，前記の刺激と

は異り後葉摘除ネズミでも強い副腎皮質反応、があらわれ

ることを知った。このことは後葉摘除動物で副腎の肥大

があることから一応予測されたところであるが， ACTH 

の放出が二相性であることを暗示するといえよう。

MCCANN と BROBECK23)が， 視床下部損傷ネズミに

vasopressinを注射すると ACTHの放出がみられると

報告して以来 vasopressinの CRF効果についてきわ

めて多数の報告が発表されている仲間)。 また一方には

神経下垂体並びに視床下部に vasopressin とは別個の

CRFが存在することが示されている31-35)。 もし vaso-

pressinが直接前菜に作用して ACTHの放出をおこす

ならば，このものは体性刺激や histamineと同様，後葉

摘除ネズミでも ACTH放出効果をもっと考えられる。

ところが実験の結果は予想に反し vasopressinは後葉摘

除動物で効果を全く示さなかった。すなわち副腎および

血薬 cortlcosterone値の上昇，副腎アスコルビン酸量の

減少がみられなかった。この知見から vasopressinは正

常機能をもっ後棄が存在するときにのみ ACTH放出作

用を発揮するといえよう。

さて以上の実験は副腎皮質反応、をみたものであって，

ACTH分泌の示標としては間接的であるから，一層明

確な知見を得るため，われわれは血中 ACTHの測定を m内

行なうことにした36-38)。正常ネズミでもまた後莱摘除

ネズミでも血中 ACTHはとくに刺激を与えないかぎ

り，ほとんど検出することができなかったが，ネズミの

足聴に柊痛刺激として軽い電気刺激を加え，最初の刺

Resting 

No.of rats 9 8 

1 week 2 weeks 1 week 
PTO 

11 12 8 9 10 

図 7 正常・偽手術および後葉摘除 (NHX)ネズミ
の手本痛刺激に対する ACTH放出反応、

PTO: Pitressin tannate in oilで処置したネズミ

-165-

Z
L
F
U
J『

官
5
-

∞

激から 8分後の血中 ACTHを測定すると，正常群およ

び偽手術群では ACTH濃度に著明な上昇がみられたの

に対し，後葉摘除7日後のネズミでは全く上昇をみなか

った。摘除後14日になると反応がかなり回復したが，な

mμg 1m 
3001 5' after 10' after 

200 

国
ト

υ〈

で

同"-1言
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PTO 

No.of rats 6 7 8 9 8 8 

図 8 合成 Lysinevasopressinの腹腔内注射による
ACTHの放出 NHX:後葉摘除ネズミ;

PTO: Pitressin tannate in oilで処理したもの

VP 400mU !100g i 

5' after 

Posteri or pi tuitar、extracti .v. 
equival ent to 400mμ!100g 

5' after 

Inacti、ated
extract 

Intact 

1 week 1 week 1 week lweek 
Nο01 rats 8 8 7 9 6 7 

図 9 Lysine vasopressin (L VP)および後葉拍出液

の静脈内注射による ACTHの放出 後葉摘

除動物 (NHX)で前者は効果をもたないが，後

者では著明な ACTHの放出がある。しかし後

者も下垂体全摘出動物 (HX)では効果がない。
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お手術対照群の値より低かった。この知見は前述の音響

刺激で副腎皮質反応がみられなかった成績と一致してお

り，後葉摘除動物では神経性刺激に対する ACTHの放

出がおこらないことが追証された。 DEWIED"9) は後葉

摘除ネズミを pitressintannateで処理すると神経性刺激

による ACTHの放出が回復すると報告している。これ

を確めるためわれわれも DEWIEDと同様，後葉摘除後

第3日目から 5日間O.5Uj100gのpitressintannateを

連日注射し，上述の終痛刺激に対する反応をみたが，血

中 ACTH濃度に上昇をみとめえなかった。われわれの

成績と DEWIEDのそれとのちがいが何によるかはわか

らない。

つぎにエーテル麻酔下で開腹手術を行なった場合，麻

酔開始の8分後に後葉摘除ネズミでも明らかな血中

ACTH 濃度の上昇ーがあった。 しかしその値は正常およ

び偽手術ネズミにおけるより低かった。また後葉摘除ネ

ズミは histamineの注射によっても ACTHの放出をお

こすことを確かめた。さらに vasopressinについて実験

を行ない，後葉摘除ネズミで ACTH放出効果のないこ

とを確認した。ところが後葉の酢酸 extractを作って後

薬摘除ネズミに注射すると，対照ネズミにおけると同棟

著明な血中 ACTH濃度の上昇をおこすこと，そしてこ

の extractをthioglycollat巴で処置するともはや ACTH

放出効果がみられなくなることを知った。この事実は，

後葉中に直接前葉を刺激して ACTHの放出をうながす

因子のあることを示している。そして上述の実験結果か

らみてこの因子が vasopressmでないことが明らかであ

る。しかしこの因子が thioglycollateで不活化すること

からみると vasopressmに近似する s-CRFではない

かと推測される。

遺伝性尿崩症ネズミの ACTH分泌能

VALTINと SCHROEDER39)によって見出された Brat-

telboro strainの遺伝性尿崩症ネズミは， 下垂体にも視

床下部にも vasopressinがふくまれていないから40}，

vasopressinの欠如が視床下部下垂体副腎系に如何に

影響するかを知るため有用な実験材料になるであろう。

MCCANNら41)によると，エーテル麻酔による血祭corti-

costerone値の上昇は vasopressinのない尿崩症ネズミ

にもみられるが，その程度は正常ネズミより低い。また

出血や束縛などの軽いストレスによる血祭 corticosterne

の上昇も尿崩症ネズミの方が低い。数週間にわたって油

にまぜた vasopressinを与えて尿崩症の症状をなくした

ネズミでも同様の結果が得られた。同氏らはこれらの知

見から， vasopressinは CRFでなく，ストレスに対す

る副腎皮質反応、にあまり大きい意義をもたないと結論し

Tこ。

有村ら42)も同じく遺伝性尿崩症ネズミの下垂体副腎皮

質系の機能を検査し， MCCANNらとは少しちがった結

果を得た。すなわちこの動物に ether，histamine， vaso-

pressin， acetylcholineなどを与えた場合， 血祭 corti-

costeroneの上昇は対照ネズミのそれにくらべて有意の

差がないこと， epinephrineを注射した場合血祭 corti-

costeroneレベルの変化は尿崩症ネズミの方がいくらか

小さかったが，対照との差はこれも有意でないことを知

った。 ただ腹腔内に 0.90/0 食塩水を注射したときだけ

尿崩症ネズミの方が血祭 corticosteroneの上昇が対照よ

り軽度であったにすぎないという。しかしとくに注目す

べき点は，尿崩症ネズミの視床下部の CRF活性が対照

動物のそれのおよそ半分にすぎないこと，尿崩症ネズミ

の後葉には CRF活性が検出されないことである。この

ことから有村は，尿崩症ネズミでは CRFの産生にも一

部障害があると考えた。

CRFの検定

従来から用いられている CRFの検定法はinvitro法

と invivo法の二つに大別することができる。 invitro 

法で利点、とされるところは内因性 neurohumors の影

響を除外できることである。しかし人為的条件における

反応をみるのであるから，それが生理的であるかどうか

が常に問題になる。一方invivo法では内因性の ACTH

の分泌をあらかじめブロックする必要があり，ブロック

の方法としていくつかがあげられる。その一つは内因性

CRFの産生部位を電気的に凝固する方法であるが，

BRODISH43)によるとこの目的のためには正中隆起を中心

としてかなり広い範囲にわたって視床下部を破壊する必

要がある。損傷動物は死にやすいだけでなく，他の下垂

体前菜ホルモンの分泌、調節中枢を同時に破壊する不利を

まぬがれない。下垂体茎を切断するのも一つの方法であ

るが，これによると CRFだけでなくすべての向下垂体

ホルモンの前葉への供給が止まるし，また前菜の血流に

障害がおこることも考慮されなければならない。つぎに

薬物によるブロックとしては morphineや nembu

taI44)， chlorpromazineや monase45)が用し、られ， また

corticoidによる negativefeedbackを利用する方法があ

る4判的。最近有村ら49)はmorphine，chlorpromazine，お

よび nembutalの併用で好成績が得られることを報告し

た。これら各種の薬物や steroidはその作用点が明らか

でないうらみがあり，投与量や投与様式も問題になるが，

簡便であるため現在最もひろく用いられている。しかし

in vivo法はいずれの方法によっても試料が必らずしも

前菜細胞だけに直接作用するとはいえないおそれがあ

り，結果の判定に慎重を期さなければならない。

そこでわれわれは上述の初日tro法と invivo法の

-166ー



ACTHの分泌

、t
11 
JI 
11 

11 

il 
" 、L
I! 
~ i 
i' 、、，
、J、句--τ
司、--ー

Test material 

P.I. 

下垂体前葉組織内微量注入法の模式図

つぎに問題になるのは dexamethasoneブロックによ

る副腎皮質レベルでの感度の低下であるが，外因性の

ACTHに対する corticosterone分泌、反応、は下垂体摘出

動物にくらべてわずかに劣るが， なお十分な感度を示

すことがわかった。また下垂体レベルの感度について

は，正中隆起の酢酸粗抽出液の前葉組織内注入によって

著明な ACTH放出をきたすこと，さらに抽出液の注入

量と ACTH放出との間に正の相関がみられることから

みて，下垂体前葉も十分な感度を保持していることがわ

かっ7こ。

図 10

下垂体組織内への微量試料の注入による ACTH放出

の検定は HEDGEら54)によっもて試みられたが，その方

法は脳定位固定装置を用いるものであるから，われわれ

の方法にくらべて目的の部位に適確に試料を注入しがた

いし，またカニューレを脳幹部を通して前菜にさし込む

点にも若干問題があるようである。これらの観点からわ

れわれの用いた直接注入法の方がはるかによいと思われ

る。後でもふれるようにわれわれの方法ではネズミの後

葉組織内に 0.08μ の試料を注入することも可能であ

る。

CRF活性の特異性

上述の検定法によって視床下部正中隆起，下垂体後

葉，大脳皮質，中脳および血祭の酢酸粗拍出液について

CRF 活性をしらべると，正中隆起と後葉の抽出物には

著明な活性がみとめられたが，他の組織抽出物には活性

を証明しえなかった。そこで正中隆起および後葉に比較

的多量にふくまれる後葉ホルモン並びにアミン類につい

て ACTH放出作用をしらぺた。

後葉ホルモンは前述の実験結果からみて直接前菜に作

用するとは考えられないが，このことは直接注入法によ

60 
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U
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q

q

d

 

。N
可

20 

10 

おのおのの特徴をあわせもっと考えられる下垂体前葉組

織内直接微量注入法を考案した仲間。 その方法は適当

量の dexamethasoneで内因性の ACTH放出をあらか

じめブロックしたネズミを用い nembutal麻酔の下で

芳気管法によって下垂体を露出し，顕微鏡下で試料 0.4

μ1を前葉組織内に直接注入， その 20後分の末梢血中

corticosteroneの上昇度をもって ACTH放出の示標と

するものである。

この方法では注入された試料が時間の経過とともに隣

接組織に拡散侵入して間接的な効果を発現するおそれが

あるので，これをしらべる目的で 86Rbを同様下垂体前

葉組織内に注入して 20分後における放射能の分布をし

らべたところ， 86Rbが有意に検出される部位は前葉に

限られており，下垂体後葉や正中隆起には見出されなか

っ7こ。

図 11 正中隆起および下垂体後葉の酢酸酸性食塩
水拍出j夜の ACTH放出効果
抽出液 0.4μf中にもとの組織の 1/25また

は 1/12.5がふくまれる
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図 12 lysine vasopressinの前菜および後葉組織

内注入の ACTH放出におよぼす影響

っても明瞭に示された。 すなわち argininevasopres-

smの 2mU， lysine vasopressinの 40μU，および 4

mU， oxytocinの 2mUをそれぞれ前葉組織内に注入し

たが， ACTHの放出はみられなかった。 この成績は

HEDGEら聞が lysinevasopressin 2mUを前葉に注入

して ACTHの分泌、がなかったとしう報告と一致する。

さきに vasopressinが ACTHの放出をおこすには健全

な後葉の存在を必要とすることを述べた。そして vaso-

pressmはおそらく後葉に作用して， 後葉中の CRFを

放出し間接に ACTH放出効果を発現すると推測した。

われわれはこれを証明するため lysinevasopressin の

微量 (0.08μ1中に 0.8mU) を直接後葉組織内に注入

した。その結果予想にたがわず著明な ACTHの放出が
おこることをみとめた。

vasopressmの 100mUをネズミの頚動脈内に注入す

ると明らかに ACTHの分泌が刺激されるが，頚動脈内

に注入された 100mUの vasopressinのうち前葉に達す

る量は，前葉の血流量から計算してせいぜい 0.1~0. 2 

mUのオーダーにすぎないから，この程度の量で前葉に

直接に作用して ACTHの放出をおこすとは到底考えら

れない。したがって vasopressinが他の因子を介して前

葉に作用することは，この点からも推定される。

つぎに問題になるのは catecholamineである。とくに

epinephrine は LONG2 •めが ACTH 分泌の生理的な

mediatorとしてあげた点からも興味がある。視床下部，

ことに正中隆起が catecholamineに富むことは VOGT55.

聞の生物学的測定や FUXE57)による組織化学的検査に

よって証明されている。 AKMAYEV と DONATH58)による

と，この部位の catecholamine量は副腎摘出によって増

加し， hydrocortisoneの投与によって減少するという。

しかしこれに反して視床下部にある monoamineは下垂

体から ACTHの分泌の調節に関与しないと主張する者
もある刷。

40 

30 

可 20

10 

。

(Hypothalarnic content士且2μg/ g) 

1ng=10ミ

パ ;Pく0.0也pく且05"_一一
1':.S. 

N.S 

Epinephrine (ng / A. P.) 

図 13 epinephrine の前菜組織内注入の ACTH
放出におよぼす影響

(Hypothal arni c content今1μg/g)

40 

30ト 1ng= 1O-~

守20
~.S. 

10 

。
Histarnine / A.P. 

図 14 histamineの前葉組織内注入の ACTH放
出におよぼす影響

さてわれわれの実験で， epinephrin巴の 100ng(1 ng= 

10-9 g)および 10ngを前葉組織内に注入したところ，

有意の ACTH放出をきたすことがわかった。 epine-

phrineの量を減らして 1ngおよび O.lngにすると，

反応も減じて対照との聞に有意差がみられなくなった。

視床下部にふくまれる epinephrineの量は新鮮組織重量

19あたり約 0.2月とされており，われわれが用いた正

中隆起 extractの注入量 0.4〆にふくまれる epine-

phrine量は O.lng以下のオーダーと考えられるから，

extractの CRF活性は epinephrineの混入によるもの

でないといえる。また交感神経遮断剤である dibenzyline

(100四 /100g)および pronethalol(500 pg/100 g)で処

置したネズミを用いて検討すると，epinephrineの前葉内

注入による ACTH放出は部分的であるが抑制されたの

に反し，正中隆起巴xtractの効果は全く影響されなかっ

た。このことは正中隆起 extractの CRF活性は少くと

も epinephrineの混入によるものでないことを示してい

る。

視床下部の norepinephrine含量は epinephrine より

はるかに多くおよそ 1μg/gであるが epinephrine と

異り norepinephrin巴には ACTH放出効果が全くみと

められなかった。すなわち 400ng， 40 ng， 4 ng， O. 4 ng 
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をそれぞれ前葉内に注入したが，そのいずれの場合にも にもとづく可能性を示口受する。 一方正中隆起の extract

ACTHの放出をみとめなかった。 中の CRF活性は thioglycollateで処理することによっ

また正中隆起や下垂体後葉にはかなり大量の hista- て有意に減少したが，完全には消失しなかった。この結

mineや serotoninがふくまれていることがわかってい 果，ヲシの下垂体茎-A中隆起の粗酸性拍出液の ACTH
るので，これらの芳香族アミンについて CRF活性の有 放出効果が thioglycollateによってほとんど影響をうけ

無を試験した。 histamineは 20ngおよび 2ngの前菜 ないという RAMIREZとMCCANN60)の報告に一致する。

内注入で有意の ACTH放出をきたしたが 0.2ngでは 精製 CRFの効果

効果がみとめられなかった。われわれの正中隆起巴xtract プタの視床下部から抽出精製した CRF(Tulane大学

50ト

40ト

件 、小

〆刈ノド
、村/、、、、/

20ト

101今(8)
Y=b2=8.238X.3-4 10.日

Pく0.001

Acid 12.5 25 50 0.25 0.5 1.0 
saline 
、一一一一時 CRF一一一一一/ '-一一一一μgCRF/A.P.-ーノ

図 15 精製 CRFの前葉組織内注入による ACTH分泌効果

0.4μJ中にふくまれる histamin巴量は 0.2ng以下と考 SCHALLY教授から提供されたもの)について活性を験試

えられるから， extractの CRF活性が histamineの混 した61)。前葉組織内にその 0.25，0.5， 1月を注入した

入に由来するとは考えがたい。一方 serotoninは 10ng ところ，いずれの量でも最大反応を示したので注入量を

および 1ngの注入で ACTHの放出をみなかった。正 減らして試験した結果 12.5~50ng の範囲で log dose-

中隆起 extract0.4〆中の間rotonin含有量は 1ng内 respons巴関係が見られた。 CRFの logdo日 (X) と反

外ではないかと推測されるから，これが巴xtractのCRF 応 (Y)との関係は Yニ28.310g X-10. 0 となった

効果に影響しているとは思われない。 (Pく0.001)。 ネズミのE中隆起粗酢酸 extractについ

以上述べたように epinephrineや histamineは濃度が て同様 logdose-respons巴関係を求め，上記精製 CRF

高ければネズミの下垂体前菜に直接に作用して ACTH で得た成績と比較すると，両者の反応がよく一致平行し

の放出をおこすことがわかったので，正中隆起および後 た。この結果からネズミの正中隆起にふくまれる CRF

葉粗抽出液の示す CRF効果が， これらアミンの混入 を計算すると，およそ 600ngという値になる。視床下

による可能性についてさらに確かめるため extractを 部に存在する vasopressinは 34mU，すなわちおよそ

thioglycollateで処置して vasopressinの昇圧活性が 94 100ngであるから叫， vasopressinにくらべて数倍大き

%以上失われたものについて試験することにした。 し い値である。しかしこの値は使用した標準 CRFの純度

かしこの場合 thioglycollateの対R¥tsampleでも前葉に によって変わるし，またネズミでプタの CRFがネズミ

直接に注入すると ACTHの放出がみられたので ex- 自身の CRFと同等の効果を発揮するかどうかも問題で

tractの CRF活性の消長を微量注入注でとらえること ある。

ができなかった。 そこで dexamethasone-nembutalプ CRFの最小有効量について， GUILLEMINら63)は同氏

ロックのネズミの静脈内注射法によって検討したとこ の CRF-fractionDを静脈内に注射した場合， morphin-

ろ，後葉中の CRF活性は完全に消失していることがわ nembutalでブロックしたネズミで 10μg，視床下部損

かった。このことは後葉extract中の有効成分が thiogly- 傷ネズミで 20μgであると報告したが， その後 GUIL-

collate.sensitive，すなわち SCHALLY らのいう s-CRF LEMINと SCHALLy64)は s-CRFが invitro法で 0.05
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精製 CRFの前葉組織注入による前葉glycogen量の減少
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図 18 nucleotidesの前葉組織内注入の ACTH放

出におよぼす影響

in vitroで 14C-glucoseの glycogenへのとり込みをし

らべた結果から，前葉ホルモンの産生に糖代謝が重要な

役割を演ずると考え JACOBOWITZ と MARKS66)は急性

ストレスで前葉と正中隆起の glycogen含量が減少する

こと，正常ネズミの下垂体で phosphorylaseが大部分活

性型として存在することを報告した。そしてその成績か

ら，急性ストレスに際して ACTHが合成されるには

glycogenolysisが関係すると考えた。

われわれは67)，ブタの視床下部から拍出精製したCRF

を下垂体前薬組織内に直接注入して glycogen含量の変

動をしらべた。下垂体前葉の glycogen量は食餌条件に

よる影響がほとんどなく比較的安定しているが，正中隆

起の粗 extractまたは精製 CRFを注入すると有意の減

少を示した。 この場合注入する CRFの量が多くなる

と共に glycogenの減少度も大となったから， CRFに

よる ACTHの放出増加には glycogenolysisが関係する

と思われる。 さらに下垂体前菜内 glycogenの変動量

(X) とそのときの ACTH放出量 (Y)との相関は，

Y=3.2QX+20.7 
b=3.26 
P<0.02 
(r =0.635) 

6 8 10" 

(μg/10mg wet wt.) 

図 17 精製CRFの前葉組織内注入によるのACTH
分泌と前菜 glycogen量減少との関係

μg， in vivo法で 0.1μgで有効であると述べている。ブ

タの視床下部から得た CRFを chlorpromazine-mor-

phine-nembutalでブロックしたネズミの静脈内に注射し

た有村ら49)の実験では 4ρgで ACTHの放出がみられ

た。これに対し前葉組織内注入ではわずか 10ngで有効

であったから，直接注入法の CRFに対する感度はきわ

めて高いことは明白である。

CRFの作用機序

CRFが前葉の corticotrophに作用して ACTHの放

出をうながす機序について従来の報告はきわめて少し、。

GOODMERと FREINKEL聞はクシの前葉切片を用いて
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Y=3. 26X+20. 7となり，勾配も Y軸の切点もともに

有意であった。 このことは ACTHの放出が glycogen

の分解に依存する相と依存しない相の二相をもつことを

暗示している。 glycogenolysisの関係しない相はおそら

く富有の ACTHの放出であろうと考えられる。

いうまでもなく glycogenの分解には phosphorylas巴

が関係する。 phosphorylas巴の活性化は， ATPから

adenyl cyclaseによって作られた cyclicAMPによるこ

とも既によく知られている。 そこで ACTHの分泌に

nucleotidesが関係するかどうかを知るため，下垂体前葉

内に cyclicAMPを最終濃度が 10μMになるように注

入したところ，有意の ACTH放出をきたすことがわか

った。 cyclicAMPの最終濃度を 100μMにしても作用

の増強はみられなかった。 ATPを10μMになるように

注入しでも， また phosphodiesterase によって cyclic

AMPからできる 5'-AMPを同様注入しても， ACTH 

の放出がみとめられた。もし cyclicAMPの注入によっ

て得られた効果が前葉の phosphorylaseの活性化を介し

ているものとすれば， この]Jhosphorylaseは 5'-AMP

によっても同様に活性化されうるものと恩われ，いわゆ

る筋型の phosphorylas巴に属する可能性が強い。しかし

これら nucleotidesの作用については今後更に検討され

なければならない。

BARONDESら68)はznvztroで下垂体組織によるglucose

1-C14の C1402への酸化に対して epinephrine， nor-

epinephrineおよび田rotoninが刺激効果のあることをみ

とめた。これは hexosemonophosphate径路が activate

されることを示すものである。 一方 glucose-6-C14， 

pyruvat巴ー2-04 の酸化はこれらの薬物で影響されず，ま

た前葉によるプドク糖の酸化は後葉および視床下部の

extract によっても高まらなかったという oFIELDら69)に

よると，下垂体の他副腎卵巣皐丸副甲状腺などにおいて

も hexo田 monophosphate径路が actweであるとい

う。糖代謝のこの径路は TPNHを供給するものである
から， TPNHの産生を介してホルモンの生合成に作用
すると考えられる。

前葉ホルモンの産生と核酸との関係も興味ある問題で

あるが，まだはっきりした実験成果が得られていなし、O

KRAICERら70，71) は両側副腎を摘出したネズミでも前葉

の DNA，RNA量に変化のないことを報告している。

HYMERとSTERE72)はinvitroで前葉細胞による RNA

の合成が行なわれることをみとめたが， incubation flask 

に視床下部拍出液を加わえてもその合成が促進すること

なしまたあらかじめ視床下部抽出液を注射したネズミ

の下垂体について RNAの合成を試験しでも，ほぼ対照

と同じであったという。
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CRFの産生と貯蔵

CRFは視床下部で産生されるにちがいないが， どの

部位でどの種の細胞によって作られるのか，これはまだ

わかっていない。正中隆起に CRFが高濃度に見出され

るということは必らずしもここで CRFが産生されるこ

とを意味するとはいえなし、。 E中隆起からはなれた視床

下部核を破壊しでも下垂体の分泌活動がかわることは，

視床下部の mediatorが正中隆起以外のところで合成さ

れる可能性を暗示する。この考えからすれば，正中隆起

は単に放出因子の貯蔵部位としか考えられない。ちょう

ど下垂体後葉が vasopressinや oxytocinを貯蔵するよ

うなものである。もし正確に産生部位を破壊してしまえ

ば正中隆起から放出因子が消失する筈である。このよう

な方法で FSH-RFや LH-RFの産生部位が決められ

た73)0 MOTTAら74)は同じ実験方法によって CRFの産

生部位を決めようとした。すなわち suprachiasmatic，

paraventricular， arcuateventromedialおよひ正中隆起に

両側電気損傷を作り，正中隆起のCRF，下重体のACTH

副腎重量および血中 corticosteroneを測った。その結果

ただヲ号室核が CRF-ACTH分泌系に全く関係しないこ

とが明らかにされた以外，あまりはっきりした結論は得

られなかった。正中隆起の損傷では下垂体の ACTH含

量が顕著に減少し，副腎皮質機能にも明瞭な低下があ，コ

たにもかかわらず，正中隆起の CRF含量が増加してい

たという。この成績に対していろいろな説明がなされる

であろうが，それは単なる憶測にすぎず，問題の解明に

は今後の研究が必要である。

正中隆起の CRF量の変動についてー，二の文献があ

る。 VERNIKOS-DANELLIS48， 75)によると， 正中隆起の

CRF量はストレス後急速に著明に増加する IE常動物
のみならず，副腎摘出および下垂体摘出ネズミでも，ス

トレス後わずか1.25分で正中隆起の CRF活性が著明

に増加する。副腎摘出は CRF活性を増加する，すなわ

ちその活性は摘出後5日たつと増加しはじめ， 20日後に

は正常動物の値の 2~2.5 倍になり，その後少くとも 30

日間はこの高い値が保たれる。一方下垂体摘出 48時間

後の正中隆起の CRF量は正常対照のものと差がない。

ストレスによる ACTH放出を抑制する量の hydrocor-

tisoneを与えるとE中隆起の CRF活性が顕著な減少を

おこし，またストレスでおこる CRF量の増加を完全に

ふせぐという。 CHOWERSら76)も dexamethasoneによ

って CRFの放出ならびに含量が低下すると報告してい

る。

正中隆起の CRF活性についてわれわれも実験を行な
い， VERNIKOS.DANELLISの報告とはややちがった成績を

得た。すなわちエーテル麻酔下の開腹および電鈴による
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音響刺激では活性の増加をみたが，両側副腎の摘出では

CRF量の増加をみず，手術後5日には軽度ながら減少

の傾向にあり 3週後のf直は正常レベルにあった。しか

し副腎を摘出して 10日後のネズミにエーテル麻酔開腹

ストレスを加えると CRF活性は有意に増加した。しか

し活性の量的変動をみるためには，単に測定法のみなら

ず有効因子の拍出法を今後さらに吟味する必要がある。

ACTHの分泌に関しては，ここに述べた以外に高位

中枢の影響や feedback機構などいろいろ重要な問題が

あるが，これらは別の機会にゆずりたい。われわれが現

在用いている前葉組織内微量注入法は ACTHの放出だ

けでなく他の下垂体ホルモンの分泌機序を知る上にも有

用な手段になることを附け加えておきたい。
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ous series of n-a1kanes from bovine and 

rabbit brain. 

Hoppe-Sey1ers Z. Physiol. Chem. 349 (5): 

565ー， '68. 

644. Gabay， S.， et al. 

A chemica1 method for the estimation of 

brain su1phydry1 groups. 

Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 127 (4): 1081-5， 

'68. 

645. Gebber， G. L. 

Pro10nged gang1ionic faci1itation and the 

positive afterpotential. 

Intern. J. Neuropharmacol. 7 (3): 195- ， 
'68. 

646. Llinas， R.， et al. 

Dendritic spikes and their inhibition in 

I 11 • E目le倒ct仰f廿叫r

651. Canessa-Fischer， M吋 etal. 

The 10ss and recovery of the sodium pump 

in perfused giant axous. 

J. Gen. Physiol. 51 (5， pt.2): 162Sー， '68. 
653. Go1dman， L. 

The effects of some ions on the membrane 

potentia1 of the giant axon of myxico1a. 

J. Cell Physiol. 71 (1): 33ー， '68. 
654. Hubbard， J. I.， et al. 
On the mechanism by which cu1cium and 

magnesium a圧ect the re1ease of trans-

mitter by nerve impu1ses. 

J. Physiol. 196 (1): 75- ，'68. 
655. Kerry， R. J. & Owen， G. 
Lithium in manic-depressive illness. 

Am. J. Psychiat. 124 (12): 1702- ，'68. 
656. Obara， S. & Grundfest， H. 

Effects of 1ithium on different membrane 

component of crayfish atretch receptor 

neurons. 

J. Gen. Physiol. 51 (5， pt. 1): 635- ，'68. 

alligator Purkinje cells. 

Science 160 (3832): 1132一， '68. 

647. Misanin， J. R. 
Retrograde amnesia produced by e1ectro-

convu1sive shock after reactivation of a 

conso1idated memory trace. 

Scie町 e160 (3827): 554-5， '68. 

648. Satake， M.， et al. 

Decrease in hibernating bat brain. 

Nature 218 (5143): 768- ，'68. 

649. Schally， A. V. 

Hypotha1amic re1easing factors: distribu-

tion of samp1es. 

Science 160 (3832): 1137- ， '68. 

650. Stettner， L. J. & Matyniak， K. A. 
The brain of birds. 

Sci. Am. 218 (6): 64ー， '68. 

657. Rnag， H. P. & Ritchie， J. M. 
On the e1ectrogenic sodium pump in mam-

malian non-myelinated nerve fibres and 

its activation by various externa1 cations. 

J. Physiol. 196 (1): 183- ，'68. 
658. Rang， H. P. & Ritchie， J. M. 
The ionic content of mammalian non-

myelinated nerve fibres and its alteration 

as a result of electrica1 activity. 

J. Physiol. 196 (1): 223ー， '68. 
659. Robinson， R. Jリ etal. 
Development of transport mechanisms for 

su1phate and iodine in immature choroid 

p1exus. 

J. Neurochem. 15 (6): 455ー， '68. 
660. Suberman， R. I. & Rabinowitz， L. 

Inhibition of water diuresis in Muste1us 

canis by extracts of homo100gus brain 

and spina1 cord. 

Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 127(4): 1017-20， 

'68. 
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I I11ω州 rates& Relαted Compou時刷・664} I 

661. Chowdhury， A. K.， et al. The quantitative histochemistry of supra-

Effect of ch1orpromazi町 onglucose and medullary neurons of puffer fishes. 1. 

nucleotide metabo1ism in mouse brain. Enzymes of glucose metabo1ism. 

Brit. J. Pharmacol. 33 (1): 218p-219p， '68. J. Cell Biol. 37 (2): 575ー， '68. 
662. Herzberg， B.， et al. I 664. Skinner， A. &: Spector， R. G. 
G1ucose ω1erance in depression. The effect of ch1orpromazine on ""Cぢ1ucose

Brit. J. Psycliat. 114 (510): 627ー， '68. metabo1ism in mouse liver and brain. 

663. Lehrer， G. Mリ etal. Brit. J. Pharmacol. 33 (1): 129-35， '68. 

I IV. Amino Acids，附des&附tedCompounds (665-673) I 

665. Agrawal， H. C.， et al. I 670. Kuriyama， K.， et al. 
Cha時 esin some free amino acids of guinea Association of the ')I-a凶 nobutyricacid sys-

pig brain during postnata1 ontogeny. tem with fraction from mous巴 brain.

J. Neuroche凪 15(6): 529- ，'68. Brain Res. 8 (1): 132-52， '68. 

666. Aprison， M. H.， et al. I 671. LaBella， F. S.， et al. 
The distribution of glycine， a neurotrans-

mitter suspect in the centra1 nervous 

system of severa1 vertebrate species. 

Life Sci. 7 (11): 583ー， '68. 

667. Carson， N. A.， et al. 

1nborn error in 1ysine metabo1ism. 

Nature 218 (5142): 679- ，'68. 

Abundance of cystathionine in the pinea1 

body. Free amino acids and re1ated 

compound of bovine pinea1， anterior and 

posterior pituitary， and brain. 

Biochim. Biophys. Acta 158 (2): 286- ，'68. 

672. Levi， G. &: Amaducci， L. 

Effect of acute cyanide intoxication on the 

668. Duda， P吋 etal. active transport of amino acids in brain 

The effects of prostag1andins E.， F la and slices. 

F2a on monosynapti仁氏自exes. J. Neurochem. 15 (6): 459- ，'68. 
J. Physiol. 196 (1): 151- ，'68. I 673. Roberts， E. &: Kuriyama， K. 

669. 1versen， L. L. &: Nea1， M. J. 
Uptake of 3H-gamma-aminobutyric acid 

(GABA) by rat cerebra1 cortex. 

Brit. J. Pharmaco1. 33(1): 216p-217p， '68. 

Biochemica1-physio1ogica1 corre1ations in 

studies of the ')1引ninobutyricacid system. 

(88 references) 

Brain Res. 8 (1): 1-35， '68. 

|V. Proteins (674-677) I 

674. Fischer， S.， et al. Brain Res. 8 (2): 347- ，'68. 

Protein and RNA m巴tabolism of squid I 676. Mill則 1，G. C. &: Hunter， G. D. 
axons (Dosidicus gigas). Protein synthesis in norma1 and scrapie 

J. Gen. Physiol. 51 (5 pt.) 2: 72S- ，'68. mouse brain. 

675. Levi-Monta1cini， R.， et al. J. Neurochem. 15 (6): 447- ， '68. 
1n vitro e在ectsof the nerve growth factor I 677. O'Brien， P. J. &: Muellenberg， C. G. 
on the fine structure of the sensory nerve Incorporation of D-r4C] ga1actose and N-
cells. [8H] acety1neuraminic acid into glyco-

178-



神経化学 Vol.7， No. 4. 

protein by particles from bovine retina. Biochim. Biophys. Acta 158 (2): 189- ， '68. 

I v1. Nucleic Acids &附tedCompou山崎78-680) I 

678. Guro鉦， G吋 etal. Science 160 (3827): 537- ，'68. 

Biosynthesis of ribonucleic acid in rat brain I 680. Urba-H01mgren， R. & H01mgren， B. 

slices. Re1ative RNA changes in snail macyo-

J.Nεuroche瓜 15(6): 489- ， '68. neurons during experimenta1 hiberna-

679. Herman， C. J. & Lapham， L. W. tion. 

DNA content of 町 uronsin the cat hippo- Brain Res. 8 (1): 220-3， '68. 

campus. 

I vH 附
68l. Banik， N. L.， et al. 

Changes in the osmiophi1ia of myelin and 

1ipid content in th巴 kittenoptic nerve. 

J. Neurochem. 15 (6): 471ー， '68. 
682. Beck， E. & Bignami， A. 

Wallerian degeneration following stereotac-

tic 1esions in the human brain:: an 

investigation with silver method. 

J. Physiol. 196 (2): 104p- ， '68. 
683. D'Adamo， A. F.， Jr.， et al. 

Acety1 transport mechanisms. Invo1vement 

of N-acety1 aspartic acid in de novo fatty 

acid biosynthesis in the developing rat 

brain. 

Exp. Brain Res. 5 (4): 267- ，'68. 

684. Horrochks， L. A. 

Lipids and proteo1ipids in iso1ated sub-

cellu1ar membrances of rat brain cortex. 

J. Neurochem. 15 (6): 437- ，'68. 
687. Nishimura， K. & Yamakawa， T. 

Iso1ation of cerebroside containing glucose 

(glucosy1 ceramide) and its possib1e sig-

nificance in gang1ioside synthesis. 

Lipids 3 (3): 262-6， '68. 

688. Rouser， G. & Yamamoto， A. 

Curvi1inear regression course of human 

brain lipid composition changes with 

age. 

Lipids 3 (3): 284-7， '68. 

689. Rouser， G.， et al. 

Accumu1ation of a glycero1phospho1ipid in 

classica1 Niemann-Pick disease. 

Composition of mouse brain myelin during Lipids 3 (3): 287-90， '68. 

deve1opment. I 690. Siddiqui B. & McC1田 r，

J. Neurochem. 15 (6): 483ー， '68. Lipid components of山 10sy19a1acto勾lcer-

685. Kean， E. L. amide of human brain. 

Rapid， sensitive spectrophotometric method J. Lipid Res. 9 (3): 366ー， '68. 
for quantitative determination of sulfa- I 69l. Yurkowski， M. & Wa1ker， B. L. 
tides. The carbohydrate moiety of rat mucosa1 

J. Lipid Res. 9 (3): 319- ，'68. cerebrosides. 

686. Lapetina， E. G.， et al. Biochem. Biophys. Acta 158 (2): 299- ，'68. 

I v111. Biogenic Amines (俳m)I 
692. Anse1， G. B. & Beeson， M. F. 

A rapid and sensitive procedure for the 
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samp1e. 

Anal. Biochem. 23 (2): 196ー， '68. 

693. Bartho1ini， G. & P1etscher， A. 

Cerebra1 accumu1ation and metabo1ism of 

14C.dopa after selective inhibition of peri-

phera1 decarboxy1ase. 

J. Pharmaco1. Exp. Therap. 161 (1): 14- ， 
'68. 

694. Bhargava， K. P.， et al. 

Mechanism of action of dopamine and 

other procursors of noradrena1ine on the 

guinea-pig iso1ated hypogastric nerve vas 

deferens prepation. 

Europ. J. Pharmacol. 3 (2): 112- ，'68. 
695. Curzon， G. 8ヒGreen，A. R. 

Effect of hydrocortisone on rat brain 5-

hydroxytηptamine. 

Life Sci. 7 (11): 657- ，'68. 

696. Fuxe， K.， et al. 

Distribution of noradrenaline nerve ter-

mina1s in cortica1 areas of the rat. 

Brain Res. 8 (1): 125-31， '68. 

697. Graham， J. D. P.， et a1. 
An examination of adrenergic axons 

around pancreatic arterio1es of the cat 

for the presence of acetylcholinesterase 

by high reso1ution autoradiographic and 

histochemica1 

Brit. J. Pharmacol. 33 (1): 15-20， '68. 
698. Herz， A. & Zieg1gansberger， W. 

The influence of microe1ectrophoretically 

app1ied biogemic amines， cholinomietics 

and procaine on synaptic excitation in 

the corpus striatum. 

Intern. J. Neuropharmaco1. 7 (3): 221-
'68. 

699. Kerkut， G. A. 8ヒHorn，N. 

Dopamine and 10ng 1asting inhibition of 

snai1 neurones. 

Life Sci. 7 (11): 567- ，'68. 

700. Koketsu， K. & Nishi， S. 

Cholinergic receptors at sympathetic pre. 

ganglionic nerve termina1s. 

J. Physiol. 196 (2): 293ー， '68. 
701. Lippmann， W. 
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Relationship between hypotha1amic nor-

epinephrine and serotonin and gonado-

tropin secretion in the hamster. 

Nature 218 (5137): 173-4， '68. 

702. Machado， C. R. S.， et al. 

A histochemica1 study of s戸npatheticin-

nervation and 5-hydroxytryptamine in 

the deve10ping pinea1 body of the rat. 

Brain Res. 8 (2): 310- ，'68. 

703. Maicke1， R. P.， et al. 

A method for the determination of sero-

tonin and norepinephrine in discrete 

areas of rat brain. 

Intern. J. Neuropharmacol. 7 (3): 275-
'68. 

704. Mar1y， E. & Stephenson， J. D. 
Intracerebra1 micro.infusions of amines in 

young chickens. 

J. Physiol. 192 (2): 116p一， '68. 
705. O'Steen， W. K. & Vaughan， G. M. 

Radioactivity in the optic pathway and 

hypotha1amus of the rat after intraocu1ar 

injection of tritiated 日明lroxytrypto-

phan. 

Brain Res. 8 (1): 209-12， '68. 

706. Reid， W. D.， et al. 

Inhibition of 5-hydroxyindo1eacetic acid 

transport from the brain by 2，4-dinitro. 

phenol. 

Life Sci. 7 (11):: 577- ，'68. 

707. Rochardson， K. C. 

Cholinergic and adrenergic axons in ne-

thy1ene b1ue-stained rat iris: an e1ectron-

microscopica1 study. 

Life Sci. 7 (11): 599- ，'68. 

708. Yamamoto， 1.， et al. 

The ro1e of the sympathetic nervous system 

in amy1ase secretion elicited by para-

sympathetic nerve stimu1ation. 

Europ. J. Pharmacol. 3 (2): 117- ，'68. 
709. Yamamoto， 1.， et al. 

Adrenergic receptors in amy1ase secretion 

from rabbit parotid gland. 

Europ. J. Pharmacol. 3 (2): 123ー， '68. 
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I Ix. Neゅ&Psychotropic Drugs (710-727) I 
710. Allikmets， L.， et al. 

Intramesencephalic injection of imipra-

mine， promazine and chlorprothixene in 

awake monkeys. 

Intern. J. Neuropharmacol. 7 (3): 185-

'68. 

711. Crossland， J. & Slater， P. 
The e鉦ectof some drugs on the “free" 

and “found" acetylcholine content of rat 

br且in.

Brit. J. Pharmacol. 33 (1): 42-7， '68. 
712. De Jong， R. H.， et al. 

Gallamine (Flaxedil) and synaptic trans-

mission in the spinal cord. 

Science 160 (3829): 768ー， '68. 

713. Des Prez， R. M. & Oates， J. A. 
Lack of relationship of febrile response 

to endotoxin and brain stem 5HT. 

719. Meldrum， B. S. & Bhargava， V. K. 

Excitant and depressant actions of some 

new alkoxy derivatives of 2-amino-

methyl-1，4-benzodioxane on the central 

nervous system of the rabbit. 

Intern. J. Neuropharmacol. 7 (3): 253- ， 
'68. 

720. Milhand， M. 8ヒPappas，G. D. 

Cilia formation in the adult cat brain 

after pargyline treatment. 

J. Cell Biol. 37 (3): 599ー， '68. 

721. Olds， M. E. 8ヒBaldrighi，G. 

E狂ectsof meprobamate， chlordiazepoxide， 

diazepam， and sodium pentobarbital on 

visually evoked responses in the tectiteg-

mental area of the rat. 

Intern. J. Neuropharmacol. 7 (3): 231-
'68. 

Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 127 (3): 793- ， I 722. Roozenmond， R. C.， et al. 
'68. The co町 entrationof orphenadrine and its 

714. Dren， A. T. & Domino， E. F. N-demethylated deriva耐 es in rat brain， 

Effects of hemicholinium (HC-3) on EEG after intraperito田 al administration of 

activation and brain acetylcholine in the 

dog. 

J. Pharmacol. Exp. Therap. 161 (1): 141-
'68. 

715. Gudbjarnason， S. 

E鉦ectof chronic nicotine administration 

of liver， serum， heat and brain. 

J. Pharmacol. Exp. Therap. 161 (1): 47-
'68. 

716. Karczmar， A. G.， et al. 

Possible reactivating and sensitizing action 

of neuromyally acting agents. 

Intern. J. Neuropharmacol. 7 (3): 241-
'68. 

717. Lindsley， D. F.， et al. 

EEG correlates of behavior in th巴 cat.1. 

Pattern discrimination and its alteration 

by atropine and LSD-25. 

Electroencephalog. Clin. N europhysiol. 24 

(6): 497- ，'68. 

718. Malmfors， T. & Sachs， C. 

Degeneration of adrenergic nerves pro-

duced by 6-hydroxydopamine. 

Europ. J. Pharmacol. 3 (1): 89- ，'68. 

orphenadrime and tofenacine. 

Intern. J. Neuropharmacol. 7 (3): 293ー，
'68. 

723. Roth， B. F. & Harvey， J. A. 
Altered response of cerebral respiration to 

thiopental and potassium ions in vitro 

after Septal lesions. 

J. Pharmacol. Exp. Therap. 161 (1): 155ー

'68. 

724. Schaeppi， U. 

Nicotine treatment of selected areas of the 

cat brain: E鉦ectsupon EEG and auto-

nomlc system. 

Intern. J. Neuropharmacol. 7 (3): 207-
'68. 

725. Smits， S. E. & Takemori， A. E. 

Lack of transfer of morphine toleranc巴 by

administration of rat cerebral homogen-

ates. 

Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 127 (4): 1167-

71， '68. 

726. Takagi， H.， et al. 

Central e鉦ects of 3，4-dihydroxyphenylala司

nine and 5-hydroxy tryptophane on tetra-
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benzine pretreated rabbits with special ! 727. Verri， R. A.， et al. 

reference to the possible role of catechol- E 妊E町倒ctof re 附 pineand alphar町 tl白hηポ}
am凶ir町 and 関悶rotωon山ln加nt出hebrain. sine on mo叩hineanalgesia. 

I加n叫tern.J. Ne印urop仲h削a
'68. '68. 

x Su崎蜘ωω』巾伽恥州bc胸刷c鵠ωelh山 U 山 (72 問 6 ) I 

728. GaIlagher， B. B. & Glaser， G. H. 

Seizure threshold， adrenalectomy and sodi-

um-potassium stimulated ATPase in rat 

brain. 

J. Neurochem. 15 (6): 525- ，'68. 
729. Herblin，もV.F. & O'Brien， R. D. 

Interactions of norepinephrine with sub-

ceIlular fractions of rat brain. I. Char-

acteristics of norepinephrine uptake. 

Brain Res. 8 (2): 298ー， '68. 

730. Lewin， E. & McCrimmor， A. 

The intralaminar distribution of sodium-

potassium-activated ATPase activity in 

discharging cortical lesions induced by 

peezmg. 

Brain Res. 8σ): 291- ，'68. 

731. MacDonald， R. C. & Meed， J. F. 
The alpha-oxidation system of brain micro-

some. Cofactors for alpha-hydroxy acid 

decarboxylation. 

Lipids 3 (3): 275-83， '68. 

732. Mahier， D. J. & HamoIler， F. L. 
The influence of serotonin on oxidative 

metaoblism of brain mitochondria. 

Proc. Soc. Exp. Biol. Med. 127 (4): 1074-9， 

'68. 

733. Nakamura， Y. 

Magnesium-adenosine triphosphatase acti-

vated by a low concentration of calcium 

in brain microsomes. 

J. Bioch巴臥 (Tokyo) 63 (5): 626- ，'68. 
734. Robinson， J. D. & Lust， W. D. 
Adenosine triphosphate-dependent calcium 

accumulation by brain microsomes. 

Arch. Biochem. Biophys. 125 (1): 286ー

'68. 

735. Stahl， W. L. 

The subceIlular distribution and nucleotide 

specificities of Na+， K+-stimulated adeno司

sine triphosphatase and [14C] adenosine 

diphosphate-adenosine triphosphate ex-

change reactions in rat brain. 

J. Neurochem. 15 (6): 499- ，'68. 
736. Stahl， W. L. 

Sodium stimulated [14C] adenosine diphos-

phate-adenosine triphosphate exchange 

activity in brain microsomes. 

J. Neurochem. 15 (6)・511ー， '68. 

I~1. Enzymes &ωαctors (737-743) I 
737. Bowen， D. M. & Radin， N. S. 

Purification of cerebroside galactosidase 

from rat brain. 

Biochim. Biophys. Acta 152 (3): 587- ，'68. 

738. Bowen， D. M. & Radin， N. S. 

Properties of cerebroside galactosidase. 

Biochim. Biophys. Acta 152 (3): 599ー， '68. 

739. Kochman， M. & Rutter， W. J. 
The simil綜ity of the glyceraldehyde 3-

phosphate dehydrogenases isolated from 

rabbit brain and muscle. 

Biochemistry 7 (5): 1671- ，'68. 

740. Maeda， T.， et al. 

Further investigation of histochemistry of 

fructose-l， 6-diphosphate Dぢlyceralde-

hyde-3-phosphate-lyase in the rat brain. 

J. Neurochem. 15 (6): 519- ，'68. 
741. Okada， S. & O'Brien， J. S. 
Generalized gangliosis: beta-galactosidase 

deficiency. 

Science 160(3831): 1002一， '68. 

742. Sung， S.-C. 
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Deoxyribonucleases from rat brain. 

J. Neurochem. 15 (6): 477- ， '68. 
743. Tipton， K. F. & Dawson， A. P. 

The distribution of monoamine oxidase 
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頁 |文献番号( 誤 正

85 Bond， S.C. Bondy， S.C. 

If . cerebral neucler . cere bral neuclet. 

46 123 . the innervation. . the innervation of the cat nictitating muscle. 

51 213 No. (120) No. (129) 

54 261 Biochem. J. 706 (2) Biochem. J. 106 (2) 

56 302 Rinne， U.R. Rinne， U.K. 
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[資料]

記憶の生化学文献集

京都で開催される第11回日本神経化学会 (10月18，19 

日)では，会長早石修教授のご計画で，記憶の生化学の

シンポジウムがその前夜祭の行事として行なわれる。こ

の方面は最近とくに関心が集っている領域である。昨年

(1967年)12月の AAASの年次大会(ニューヨーク)で

も，この問題でシンポジクムが開催された。シンポジウ

ムの題は， “Molceular Approaches to Learning and 

Memory"。 クリスマスもすぎた厳寒の時であったのに

広い会場は立錐の余地のない参会者でうずめられたと

いう。このシンポジウムを聞いてきたある人が， painful 

meetingだったと言っていたが，この辺の実情をよく示

していると思われる。幾つかのグループが極めて熱心に

そして執拘に研究をし，業績をつづけて発表している。

大部分の研究者は野次馬で，自分は全く関心がないとか，

あんな研究は nonsenseだなどと言いながら，このよう

なシンポジウムは満員となり，大声での討論が行なわれ

るのである。

我々のシンポジウムで意義ある成果を期待するために

は，まずどのような研究が行なわれているかを知ること

A: 

が必要であるのだ。手もとにある最近のこの問題につい

ての本だけでも，つぎの4冊もあり，昨年のニューヨー

クでのシンポジクムもやがて本になるそうである。

1) CORNING， W.C. & RATNER， S.C. (ed.): Chem-

istry of Learning， Invertebrate Research， Plenum 

Press， New York， 1967. 

2) CORNING， Wι&  BALABAN， M. (ed.): The 

Mind， Biological Approaches to its Functions. 

Intersci. Pub.， New York， 1968. 

3) RICHTER， D. (ed.): Aspects of Learning and 

Memory. Basic Books， New Y ork， 1966. 

4) 神経研究の進歩，特集記憶， 10 (4)， 1966. 

編集部では，神経化学会前夜祭のシンポジクムに参加

させる会員の方々のために，ここに文献集を編んだ。前

半のAはカリフォルニア大学の Jacobsonのつくったも

ので chemicaltransferの問題の文献集である。後半の

Bは， Neurosciences Res. Prog. Bull.， Vol. 3， No. 1; 

Supplement 1， 1965がぬき出したものである。

A Bibliography on “Chemical Transfer 01 Training" 

Part 1: “Positive" reports on mammals 

Part II: “Negative" reports on mammals 

Part III: Reports on Planarians 

Compiled by: Allan L. ]acobson 

Department of Psychology 

University of California 

Los Angeles， California 

1.“ Positive " Reports on Mammals 

Adam， G.， & Faiszt， J. Conditions for successful transfer effect. Nature， 1967， 216， 
198-200. 

Albert， D. J. Memory in mammals: evidence for a system involving nuclear ribonucleic 
acid. N europsychologia， 1966， 4， 79-92. 

-185-



記憶の生化学文献集

Babich， F. R.， Jacob則 1，A. L. & Bubash， 5. Cross叩 eciestransfer of 1earning: effect 

of ribonucleic acid from hamsters on rat behavior. Proc. Nat. Acad. Sci.， 1965， 
54， 1299-1302. 

Babich， F. Rリ Jacobson，A. L.， Bubash， 5.， & Jacobson， Ann. Transfer of a response 

to naive rats by injection of ribonucleic acid extracted from trained ra“・
Science， 1965， 149， 656-657. 

Babich， F. R.， Jacobson， A. L.， Bubash， B.， & Jacobson， Ann. Behaviora1 modifications 

in naive rats produced by injections of ribonucleic acid extracted from trained 

rats. Worm Runner's Digest， 1965， 7， Il-14. 

Bonnet， K. A. Behaviora1 specificity in chemica1 interanima1 transfer of training. 

Paper presented at the Western Psycho1ogica1 Association Meetings， 1967. 

Byrne， W. L. & Hughes， A. Behaviora1 modification by injection of brain extract from 

trained donors. Fed. Procリ 1967，26， 676. 

Byrne， W. L. & 5amue1， D. Behaviora1 modification by injection of brain extract 

prepared from trained donors. Science， 1966， 154， 418. 

Byrne， W. L. & 5amue1， D. Behaviora1 modification by injection of brain extract 

prepared from trained donors. Science， in press. 

Dya1， J. A.， Go1ub， A. M. & Marrone， R. L. Transfer effects of intraperitonea1 injec-
tion of brain homogenates. Nature， 1967， 214， 720-721. 

Dya1， J. A. & Go1ub， A. M. Furtl町 transfere鉦ectsobtained by intraperito町 a1injec-
tions of brain homogenates. Paper presented at the Western Psycho1ogica1 

Association Meetings， 1967. 

Essman， W. B. & Lehrer， G. M. 1s there a chemica1 transfer of training? Fed. Pγocリ

1966，25，208. 

Essman， W. B. & Lehrer， G. M. Facilitation of maze performance by “RNA Extracts" 
from maze-trained mice. Fed. Procリ 1967，26， 263. 

Fjer宙 ngstad，E. ].， Nissen， Th.， & Roigarrd-Petersen， H. H. Effect of ribonucleic acid 

(RNA) extracted from tl1e brain of trained anima1s on 1earning in rats. Scand. 

J. Psycholリ 1965，6， 1-5. 
Fjerdingstad， E. ].， Nissen， Th.， & Roigarrd-Petersen， H. H. Faci1itation of 1ea訂rn凶1吋山in

i血nr悶at“sby in叫ltraciおist悦terna1in叶1サje仁αtionof RN A from t出hebrains 0ぱft仕ra討inedrats. 1n 
Wa1aas， O. (Edふli10lecularBasis of Some Aspects of Nlental Activity， Academic 
Press， 1967， 165-179. 

Gay， R. & Raphe1son， A. “Transfer of 1earning" by injection of brain RNA: a replica-

tion. Psychonom. Sci.， 1967， 8， 369-370. 

Gibby， R. G. & Crough， D. G. RNA induced enhancement of wire climbing in the 

rat. Psychonom. Sci.， 1967， 9， 413-414. 

Jacob削 1，A. L. 1nter-
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press. 

Nissen， Th.， Roigaard-Pete間 n，H. H.， & Fjerdingstad， E. J. E鉦ectof ribonucleic acid 
(RNA) extracted from the brain of trained animals on learr山

depen【denceof the RNA-e旺ecton t甘rai泊n山ir担ng仁ωondi江tion旧lSpriorωo RNA ex討tracαtion.

S針Cιω仰nぱd.J. Psycholリ 1965，6， 265-272. 
Reinis S. The formation of conditioned reflexes in rats after the parenteral admin-

istration of brain homogenate. Activitas Nervosa Superior， 1965， 7， 167-168. 

Reinis S. Influence of brain homogenate injection on the speed of the formation of 

alimentary conditioned reflex in rats. Worm Runner's Digest， 1966， 8， 7-24. 

Reinis S. & Kolousek， J・ “Memory transfer" with drugs a征伐tinglearning. 
Reinis S. & Mobbs， D. R. Some applications of“memory transfer" in the study of 

learning. (above two p旦persavailable from Dr. Reinis， Ghana Medical School， 

P. O. Box 4236， Accra， Ghana)・

Roigaard-Petersen， H. H.， Fjerdingstad， E. J. & Ni 間 n， Th. Fa氏ci出litat吋tionof lea紅rn凶凶1吐in
i加n rats by 泊n凶t位ra従川仁ci“町E位rnalinjection 0ぱf“Cωon吋d出itio悶 d RNA"ヘ Worγmη7 Ruηneω7〆，乍s 

Dな6ωstι，1965， 7， 15-27. 
Roigaard-Petersen， H. Hリ Ni問 n，Th吋&Fjerdingstad， E. J. E鉦ectof ribonucleic acid 
(RNA) extracted from the brain of trained animals on learning in raωIII. 

Results obtained with an improved procedure. Scand. J. Psycholリ inpress. 
Roigaard-Petersen， H. H.， Nissen， Th.， & Fjerdingstad， E. J. Experimental investiga-
tions on the role of RNA in learning. Excerpta l¥Iledica， in press. 

Rosenblatt， F. ，Farrow， J. T吋&Herblin， W. F. Transfer of conditioned responses 
from trained rats to untrained rats by means of a brain extract. Nature， 1966， 
209， 46-48. 

Rosenblatt， F.， Farrow， J. T.， & Rhine， S. The transfer of learned behavior from 
trained to untrained rats by means of brain extracts. Proc. Nat. Acad. Sciリ 1966，

55， 548-555; 787-792. 

Rosenblatt， F. & Miller， R. G. Behavioral assay procedures for transfer of learned 
behavior by brain extracts， Parts 1 and II. Proc. Nat. Acad. Sci.， 1966， 56， 

1423-1430; 1683-1688. 

Ungar， G. Chemical transfer of learning: its stimulus specificity. Fed. Pγocリ 1966，

25， 207. 

Ungar， G. Transfer of learned information by brain extracts. Fed. Pγocリ 1967，26， 

263. 

Ungar， G. Transfer of acquired information by brain extracts. J. Biol. Psychol.， 
1967， 9 (1)， 12-27. 

Ungar， G. Chemical transfer of acquired information. Excerpta l¥Iledica， in press. 
Ungar， G.， & Irwi 

11. .. Negative" Reports on Mammals 

Byrne， W. L.， et al. Memory transfer. Science， 1966， 153， 658-659 (a summary of 

the results of seven laboratories). 

Gordon， M. W.， Deanin， G. G.， Leonhardt， H. L.， & Gwinn， R. H. RNA and memory: 

a negative experiment. Amer. J. Psychiaム 1966，122， 1174-1178. 
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Gross， C. G. & Carey， F. M. Transfer of learned response by RNA injection: failure 
of attempts to replicate. Science， 1965， 150， 1749. 

Gurowitz， E. M. Fai1ure to obtain inter-animal transfer of learning via brain homo-

genates. (Submitted for publication; avai1able from Dr. Gurowitz， Neuropsychi-

atric Institute， University of Illinois College of Medicine， Chicago.) 

Halas， E. S.， Bradfield， K.， Sandlie， M. E.， Theye， F.， & Beardsley，]. Changes in rat 

behavior due to RNA injection. Physiol. Behavリ 1966，1， 281-283. 

Ho鉦man，R. F.， Stewart， C. N.， & Bhogavan， H. N. Failure to transfer a learned 
response in rats using a brain extract containing RNA. Psychonom Sci.， 1967， 
9， 151-152. 

Kimble， Reeva J.， & Kimble， D. P. Failure to find "transfer of training" effects via 

RNA from trained rats injected into naive rats. Worm Runner's Dige:st， 1966， 
8， 32-36. 

Luttges， M.， ]ohnson， T.， Buck， C.， Holland， J.， &: McGaugh， J. An examination of 

“transfer of 1earning" by nucleic acid. Science， 1966， 151， 834-837. 

111. Reports on PIαnarians 

Fried， C. & Horowitz， S. Contraction-a 1earnable response. Worm Runners' Digest， 
1964， 6， 3-6. 

Fuchs， A.， Harrington， R.， Lariviere， R.， &: Robinson， T. Degree of 1earning and 

degree of memory transfer in planarians. Worm Runner's Dige，st， 1966， 8， 

28-31. 

Hartry， A. Lり Keith・Lee，P吋&:Morton， W. D. P1anaria: memory transfer through 

cannibalism re-examined. Science， 1964， 146， 274-275. 

Humphries， Barbara Mリ&]acobson， Reeva. The e妊ectof ingestion of conditioned 

p1anaria on the response level of naive planaria: II. W orm Runneγ's Digest， 
1961， 3， 165-170. 

]acobson， A. L.， Fried， C.， & Horowitz， S. D. Planarians and memory: I. Transfer of 

learning by injection of ribonucleic acid. Nature， 1966， 209， 599-601; II. The 

influence of prior extInction on the RNA transfer e庄ect. Nature， 1966， 20'9， 601. 

]ohn， E. R. Studies on learni時 andretention in planaria. In Brazier， M. A. (Ed.)， 

Brain Function， Vol. II， University of California Press， 1964， 161-182. 

Kabat， L. Transfer of training through ingestion of conditioned planarians by un-

conditioned planarians. Worm Runner's Digest， 1964， 6， 23-27. 

McConnell， J. V. The biochemistry of memory. In Ratner， S. C. 8ヒCorning，W. C. 

(Eds.) The Chemistry ot Learning， P1enum Press， New York City， 1967， 310-322. 

McConnell， J. V. Memory transfer through cannibalism in planarians. J. Neuro-
psychiat.， 1962， 3 (supplement)， S42-S48. 

McConnell， J. V. Specific factors influe町 i時 planarianbehavior. In Ratner， S. C. 

& Corning， W. C. (eds.)， The Chemistry ot Learning， Plenum Press， New York 

City， 1967， 217-233. 
McConnell， J. V. New evidence for “transfer of training" e証ectin planarians. Paper 

presented at 18th InternatIonal Congress of Psychology， Moscow， August， 1966. 

(available from author) 

McConnell， ]. V吋 ]acobson，Reeva， & Humphries， Barbara， M. The effects of ingestion 

of conditioned planaria on the response leve1 of naive planaria. Worm Runner's 

Digest， 1961， 3， 41-45. 

Pickett， J. B.， ]ennings， L. B.， & Wells， P. H. Influence of RNA and victim training 

on maze 1earning by canniba1 planarians. Amer. Zool.， 1964， 4， 158; Worm 
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Runner's Digest， 1965， 7， 30-38. 

Ragland， Rae S.， & Ragland， J. B. Planaria: interspecific transfer of a condition ability 
factor through cannibalism. Psychonom. Sci.， 1965， 3， 117-118. 

Rieke， J.， & Shannon， L. The eff巳ctsof deoxyribonuclease and ribonuclease on the 

transfer of learning by cannibalism in planarians. Worm Runner's Digest， 1964， 
6， 7-9. 

Walker， D. R. Memory transfer in planarians: an artifact of the experimental vari-

ables. Psychonom. Sciリ 1966，5， 357-358. 

Walker， D. R.， & Milton， G. A. Memory transfer vs. sensitization in cannibal planari-

ans. Psychonom. Sci.， 1966， 5， 293-294. 

Westerman， R. A. Somatic inheritance of habituation or responses to light in planari-

ans. Science， 1963， 140， 676-677、.

Westerman， R. A. A study of the habituation of responses to light in the planarian. 

Dugesia dorotocephala. Worm Runner's Digest， 1963， 5， 6-1l. 

Zelman， A.， Kabat， L.， Jacobson， Reeva， & McConnell， J. V. Transfer of training 
through injection of “conditioned" RNA into untrained planarians. Worm 

Runner's Digest， 1963， 5， 14-2l. 

B: 
Memory Bibliography (Biochemistry & Pharmaωlogy)， 
1961-1964. 

Agrano狂， B. W.， et al. Puromycin e鉦ecton memory fixation in the goldfish. Science 

1964， 146: 952-3. 

Anker， H. S. A possible biocl悶 nicalmechanism for memory. Nature (Lond) 1960， 

188: 938. 

Arnold， E.， & Messerli， P. Memory disorders and antitubercular therapy. A psycho-

metric study. (Fr) Schweiz Z. Tuberk. 1961， 18: 189-93. 

Aronson， H.， Watermann， C. E.， & Klee， G. D. The e鉦ectof D-lysergic acid diethγlamide 

(LSD-25) on learning and retention. ]. Clin. Exp. Psychopath. 1962， 23: 17-23. 

Barondes， S. H.， et al. The infl.uence of actinomycin-D on brain RNA synthesis and 

on memory. ]. Neurochem. 1964， 11: 187-95. 

Belmont， 1.， Pallack， M.， Willner， A.， Klein， D.， & Fink， M. The effects of imipramine 

and chlorpromazine on perceptual analytic abi1ity， perceptual responsivity and 

memory as revealed in Rorschach responses. ]. Nerv. Ment. Dis. 1963， 137: 42-50. 

Bourliere， Fリ&Rapaport， A. Facilitating action of sodium 3， 3-pentamethylene-4-

hydroxybutyrate on the speed of acquisition of a task and delayed memory in 

the rat. (Fr) C R Acad. Sci. (Paris) 1960， 251: 1567-9. 

Boyd， E. S.， Morken， D. A.， & Hodge， H. C. A psychomotor test to demonstrate a 

depressant action of alcohol. Quart.]. Stud. Alcohol. 1962， 23: 34-9. 

Briggs， M .H吋&Kitto， G. B. The molecular basis of memory and learning. Psychol. 

Rev. 1962， 69: 537-41. 

BureSova 0.， et al. Effect of atropine on learning， extinction， retention and retrieval 
in rats. PsychoPharmacologia (Berlin) 1964， 5: 255-63. 

Bylenga， N. Dリ&May， R. H. Memory function of patients taking etryptamine acetate. 

]. Nerv. Ment. Dis. 1961， 133: 213-5. 
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Cameron， D. E.， et al. E旺ectsof ribonucleic acid on memory defect in the aged. Amer. 

J. Psychiat. 1963， 120: 320-5. 
Cameron， D. E.， & Solyom， L. Effects of ribonucleic acid on memory. Geriatrics 1961， 
16: 74-8l. 

Chalupa， B. Memory disorders in acute carbon monoxide poisonings. (Cz) Pracov. 
Lek. 1960， 12: 331-6. 

Chalupa， B吋 Synkova，].， & Sevcik， M. The assessment of electroencephalographic 

changes and memory disturbances in acute intoxications with industrial poisons. 

Brit. J. Industr. Med. 1960， 17: 238-4l. 
Colquhoun， W. P. E鉦ectsof hyoscine and meclozine on vigilance and short.term 

memory. Brit. J. Industr. Med. 1962， 19: 287-95. 
Curzon， Gリ Ettlinger，Gリ Cole，M.， & Walsh， J・ Thebiochemical， behavioral， and 
neurologic effects of high L-tryptphan intake in the rhesus monkey. Neuγology 

(Minneap) 1963， 13: 431-8. 

Dingman， W リ etal. Molecular theories of memory. Science 1964， 144: 26-9. 

Dingman， W.， & Sporn， M. B. The incorporation of 8-azaguanine into rat brain RNA 

and its effect on maze-learning of the rat: an inquiry into the biochemical basis 

of memory. ]. Psychiat. Res. 1961， 1: 1-1l. 

Doty， B. A.， et al. Effect of age and chlorpromazine on memory consolidation. J. Comp. 
Physiol. Psychol. 1964， 57: 331-4. 

Erickson， M. H. Chemo-anesthesia in relation to hearing and memory. Amer.]. Clin. 

Hッpn.1963， 6: 31-6. 
Ferin， ].， et al.“Memory test" in rats and its use for determining threshold concentra-

tion of chemical substances. Activ. Nerv. Sup. (Praha) 1964， 6: 54. 

Flexner， ]. B.， Flexner， L. B.， & Stellar， E. Memory in mice as a任ectedby intracerebral 

puromycin. Science 1963， 141: 57-9. 

Flexner， J. B.， Flexner， L. B.， Stellar， E.， De La Haba， C.， & Roberts， R. B. Inhibition 
of protein synthesis in brain and learning and memory following puromycin. 

J. Neurochem. 1962， 9: 595-605. 
Gaito，]. Implications of nucleic acid research for behavioral events. Bol. Inst. Estud. 

Med. Biol. (Mex) 1964， 22: 241-8. 

Gaito，]. DNA and RNA as memory molecules. Psychol. Rev. 1963， 70: 471-80. 

Gaito，]. A biochemical approach to learning and memory. Psychol. Rev. 1961， 68: 

288-92. 

Gasster， M. Clinical experience with L-glutavite in aged patients with behavior prob-

lems and memory defects. ]. Amer. Geriat. Soc. 1961， 9: 370-5. 

Gruvstad， M. On Cosaldin and psychic functions in the elderly. Criticism of the 

method used in a psychopharmacological study. (Sw) Svensk. L白kartidn.1963， 

60: 1100-5. 
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functions. (Dut) Nederl. T. Geneesk. 1963， 107: 1227-9. 

Long， R. F.， et al. The e丘'ectof procaine on orientation， attention， memory and weight 

of aged psychiatric patients. J. Neuropsアchi白t.1964， 5: 186-96. 
Mars， G. Activity of a new oral steroid with anabolic action (4.hydroxy-17-a-methyl岨

testosterone) on the serum protein pattern， on internal pressure of the tissues and 

on the function of the memory in patients of advanced age. (It) G. Geront. 1960， 
8: lOOO-8. 

Meyers， B.， et al. Some effects of muscarinic cholinergic blocking drugs on behavior 

and the electrocorticogram. PsychoPhm・macologia(Berlin) 1964， 5: 289-300. 

Milner， B.， Branch， C吋&Rasmussen， T. Study of short-term memory after intracarotid 

injection of sodium amytal. Trans. Amer. Neurol. Ass. 1962， 87: 224-6. 

Novakova， V.， et al. The effect of premature weaning and high fat diet on retention of 

a memory trace in male rats. Physiol. Bohemoslov. 1962， 12: 533-40. 

Rabassini， A. Memory-stimulating effect of a ribonucleotide complex in senile syndromes 

and confusional states induced by electroshock. (It) Riv. Sper. Freniat. 1964， 88: 

544-56. 

Rahmann， H. 1nfluence of caffeine on memory and behavior in golden hamsters. (Ger) 

Pβueger Arch. Ges. Physiol. 1963， 276: 384-97. 

Rahmann， H. 1nfluence of chlorpromazine on the memory of the golden hamster. (Ger) 

Pflueger Arch. Ges. Physiol. 1962， 275: 95-106. 

Rahmann， H. The e庇ectof pervitin on memory retention， behavior mechanisms and 

some physiological functions of the golden hamster. (Ger) Pflueger Arch. Ges. 

Physiol. 1961， 273: 247-63. 

Rensch， Bη& Rahmann， H. The effect of pervitin on the memory of the golden hamster. 

(Ger) P戸uegeγArch.Ges. Physiol. 1960， 271: 693-704. 

Robson， J. G.， Burns， B. D.， & Welt， P. J. The effect of inhaling dilute nitrous oxide 
upon recent memory and time estimation. Canad. Anaesth. Soc. J. 1960， 7: 399-
410. 

Smith， C. E. 1s memory a matter of enzyme induction? Science 1962， 138: 889-90. 

Stevenin， L.， & Benoit， J. C. Apropos of the use of dysleptic substances in psychotherapy. 
Favorable results of repeated treatments. (Fr) Encephale 1960， 49: 428-34. 

Tsukada， Y. The brain and nucleic acids. (Jap) Medicine (Tokyo) 1963， 20: 879-86. 
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Wilder Penfield博士来日講演

11月 8~9日に開催される第 9 回 GABA ・ GABOB 関連物質研究会の機会に， Montreal 

Neurological Instituteの W.PENFIELD名誉教授が来日され，特別講演をされる。演題は，

Epilepsy and the physical basis of mind. 

第9回 GABA・GABOB関連物質研究会はつぎの通り。詳細は会長宛問合せのこと。
1.日 時:昭和43年11月8日， 13.00-17.00， English session 

11月9日， 9.00-17.00， 邦語一般演題

2， 会 場:岡山市岡，岡山大学医学部，図書館3階講堂

3. 一般演題申込期限:昭和43年9月15日

4. 会 長:岡山大学医学部脳神経外科西本詮教授
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DEVELOP'IIO BRA'II 
圃圃園田= 一ー一一一一一一十一一一一一一一一一一一一-

No. 28 August， 1968 

As you remember in the June news1etter 1 suggested that it might be well to start 

dividing the reference 1ist given into ANIMAL and HUMAN. 1 am rather at a 10ss to 

evaluate the responses that we received. These were only three in number and yet 1 

feel quit巴 certainthat more than three persons use the reference list. 1 make this 

judgment on the bases of Ietters 1 received， changes of address， requests etc. which contain 

comments on the reference list as well as other items on the newsletter. Certainly， 

however， communication between this 0伍ceand the recipients of the newsletter is not 

as brisk as 1 wish it were. 

Of the three comments regarding the possible sub-division of the reference listーone

correspondent says that it is not necessary， the second likes the idea and the third says 

"1 am disappointed to see DEVELOPING BRAIN deteriorate into a list of references. 

1 think its origina1 purpose was to serve as a forum for informa1 communication. 

Apparently， the readers are not very communicative. Perhaps one solution might be to 

require that each person on the mailing 1ist submit a short esぬyon a subject of his choice 

as a condition for receiving your newsletter. 1 would guess that a1most every researcher 

has a pet theory or two which is not sufficiently documented to be published through 

normal channels but which he wou1d like to see discussed or investigated. By providing 

a forum for discussion of such controversial theories， DEVELOPING BRAIN would be 

serving a far more unique function than it would to simply provide a list of references， 

most of which can readily be obtained from other sources，" by Stephen P. Coburu， Ph.D吋

Director， Biochemistry Department， Fort Wayne State Hospit乱I乱ndTr且加ingCenter， 

801 East State Boulevard， Fort Wayne， Indiana 64805. 

Perhaps this comment will generate a little discussion. 

NEW ADDRESS: 

Dr. H. David Mosier， Jr. 

Professor 

University of California， Irvine 

College of Medicine 

Memoria1 Hospita1 of Long Beach 

2801 At1antic Avenue 

Long Beach， Ca1ifornia 90801 

-193ー

Mrs. Louise H. Greenberg 

Bio1ogy Department 

Bryn Mawr College 

Bryn Mawr， Pennsylvani証 19010

(Mrs. Greenberg will be comp1eting her Ph.D.) 



Developing Brain 

GENERAL REFERENCES: 

(1) Adkins， J. S.， Wertz， J. Mリ Boffman，R. H. 
and Hove， E. L. Infiuence of addition of water 
or “nonessential" nitrogen on growth of rats fed 

low levels of essential L-amino acids. Proc. Soc. 

exp. Biol. Med.， 126:500， 1967. (2) Bakay， B. 

and Nyhan， W. L. Binding of thaIidomide by 

macromolecules in the fetal and maternal rat. 

J. Pharmacol. Exp. Therapリ 161:348，1968. (3) 
Corner， M. A. and Bot， A. P. C. Developmental 

patterns in the central nerovus system of birds. 

III. Somatic motility during the embryonic pe-

riod and its relation to behavior after hatching. 

ln Progress in Brain Research， C. G. Bernhard 

and J. P. Schad己， Eds.， 26:214， Elsevier， Amster-
da匹 London-NewYork， 1967. (4) Corner， M. A. 

and Schade， J. P. Developmental patterns in the 
central nervous system of birds. IV. Cellular and 

molecular bases of functional activity. In Pro-

gress in Brain Research， C. G. Bernhard and J. 
P. Schade， Eds.， 26:237， Elsevier， Amsterdam-

London-New York， 1967. (5) Corner， M. A.， 

Schad己， J. P.， Sedlacek， J.， Stoeckart， R. and Bot， 

A. P. C. Developmental patterns in the central 

nervous system of birds. 1. Electrical activity in 

the cerebral hemisphere， optic lobe and cere-

bellum. ln Progress in Brain Research， C. G. 

Bernhard and J. P. Schade， Eds.， 26:145， EIsevier， 
Amsterdam-London-New York， 1967. (6) Cox， 

D. H. and Schlicker， S. A. Uptake and distribu-

tion of iron and copper during the development 

of the rat fetus. Biochem. Med.， 1 :230， 1967. 

(7) Crain， S. M. and Peterson， E. R. Onset and 

development of functional interneuronal connec-

tions in explants of rat spinal cord-ganglia dur-

ing maturation in culture. Brain Res.， 6:750， 

1967. (8) Crain， S. Mリ Peterson，E. R. and 

Bornstein，恥LB. Formation of functional inter-

neuronal connexions between explants of various 

mammalian central nervous tissues during devel-

opment in vitro. ln Ciba Foundation Symposium 

on Growth of the Nervous System， G. E. W. 

Wolstenholme and M. O'Connor， Eds.， pp. 13-31， 

J. 8c A. Churchi1l Ltd.， London， 1968. (9) Derry， 
D. M.， Fawcett， J. S.， Andermann， F. and Wolfe， 
L. S. Late infantile systemic lipido邸 Major

monosialogangliosidosis delineation of two types. 

Neurology， 18:340， 1968. (10) Done， J. T. and 

Hebert， C. N. The growth of the cerebellum in 

the foetal pig. Res. Vet. Sci.， 9:143， 1968. (ll) 

Eng， L. F. and Noble， E. P. The maturation of 
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でんどらいと

脳の発育と栄養障害

今まで多くの研究者達によってあらゆる年令において

脳は低栄養に対して比較的影響をうけにくいと考えられ

ていたが，最近 capecoloured childrenや serbianchild-

renでみられた例は発育早期の低栄養が知能発育を障

害することを示唆するもので，脳発育の生化学的研究に

一つの問題を投げかけ，この問題を追って多くの実験が

試みられてきている。

栄養障害を全般的な栄養障害と単一栄養障害とに分け

て考えることができる。

JACKSONら(1920)はラッテの仔を乳離れ後の第一週

に低栄養で飼育し，のちひきつづき充分な餌を与えた場

合，成熟しでも脳が対照に比して小さいということを報

告している。 この事は DOBBINGなどケンブリッジ大学

の人達によるラットやプタを用いての発育早期における

低栄養が脳の発育を遅らせる因子の一つであるという事

実によっても裏づけられた。彼等によれば生後2週のプ

タを一年間低栄養で飼育した場合，対照の同年令のもの

に比して体重は僅か 3.50/0を維持するに対し，脳重は

670/0， 脊髄は 340/0を維持し，更にその後栄養を充分量

に戻して 3年間飼育を続けると 3者は対照の生後2年の

ものと等しい値にまで追いつくということを報告してい

る。またラットの脳の成長の遅れについて 1匹の母ラ

ットが多数の仔 (15~20匹)を育てた群と，少数の仔 (10

匹以下)を育てた群(対照群)とで比較し，出生直後から

21日までの栄養の低下(授乳量の不足)が脳重の増加を遅

らせることが知られているが PENTON2)らはこのよう

な脳の脂質について検討し， ミエリン脂質であるセレプ

ロシドの量が対照のものに比して減少すると共に，形態

的にも明らかにミエリン形成のおくれがあると述べてい

る。しかしそれ以後充分量の餌で飼育すれば生後42日日

には対照と同程度にまでセレブロシドの量を獲得できる

という。これらのタイプの動物実験は特に脳が旺盛な発

育期にある 1才以下の小児の栄養失調(marasmus) と脳

発育の相関を明らかにする実験といえるが，一方1才以

後における小児の蛋白カロリーの低下にもとづく Kwa-

shiorkorのタイプについても実験が試みられている。

PLATTらは栄養のよい母親から生れたラット，ブタ，イ

ヌの仔を乳離れ後厳しい蛋白欠乏でしかもカロリーは充

分な餌で飼育した場合，ラットでは頭部と前肢に発作性

の振顎がおこり，仔プタでは歩行異常と後肢の非協調性

運動がみられ，仔イヌは怒りっぽくなった。また同時に

脳波の異常や脊髄，延髄の神経細胞やグリヤの変化が現

はれ中枢神経系の機能と組織の上に障害を来したが，そ

の後 1~3 カ月間高蛋白食をあたえると組織学的変化に

は改善がみられないが，臨床症状は依復すると報告して

いる。 まTこチェコスロパキヤの NOVAKOVAらはラッテ

の乳離れの時期を 21日と 30日の二群に分けて比較し，

早期に乳離れさせたものの方が，ベル音による学習に対

して反応が遅れることを認めた。しかし早期に乳離れさ

せたラッテでもその後ラットの母乳に似た組成の高脂肪

低炭水化物飼料で飼育すると二群間の学習に対する差は

みられなくなるという。近時先進国では母親の breast-

f田 d欠除に伴う発育早期の栄養失調が云々されており

脳発育の上に与える影響についても一つの問題を提起し

ている。

何れにしても上記の実験から発育早期の低栄養によっ

て惹き起される脳の形態，物質分布，機能のおくれが何

時まで続いたら不可逆的変化をおこすに至るかは重要な

問題である。すなわち脳が発育途上でうけた何らかの障

害によってひきおこされた“ひずみ"を時期によっては

是正できるかも知れないということは脳の発育異常によ

る脳疾患(脳性小児麻痩，精神薄弱)の治療に対して一

つの希望を与えてくれるものだからである。

文 献
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Learning and Behavior， Amer. J. Clin. Nutr.， 
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(脳性麻痔研究所・生化学部 松谷天星丸)

196-



神経化学 Vol.7， No. 4. 

Prostaglandins ンを作用させて比較してみると， prostaglandinsの作用

今日となっては必ずしも適当な名前ではないことが知 とアセチルコリンの作用には直接の関係がないらしいこ

られるに至ったが，前立腺 (prostategland)の抽出液に ともわかった。

含まれている成分であるので prostaglandinと名付け 脳に存在して，刺激によって遊離し，さらに神経細胞

られた。 に作用する，つまり伝達物質の条件の三拍子がそろった

M爪T.GOLDBLATT， U.S. v. EULERらの発見にはじま ことになる。しかし，さらにそのさきの研究となると，

って， S. BERGSTROMらによってヒツジの精嚢 (vesicular 特異的な拾抗物質は何であるか， prostaglandinsは神経

gland)から分離結晶化されたこの有効物質は， やがて 末端に局在しているか，その合成と分解の酵素系はそな

単一のものではないことが明らかになった。 血圧を下 わっているか，などの点はまだ全く明らかにされていな

げ，腸管を収縮させ，また妊娠子宮の筋肉を収縮させる， い。伝達物質は神経細胞の膜におけるイオンの透過性を

この prostaglandinsは動物組織に広く分布しており，脳 変えることで作用するはずであるが， この面で prosta-

組織にも存在することが証明された。白質と延髄にはや glandinsの研究がないわけではない。 prostaglandinsは

や低いが，脳のどの部分にも存在している。一方，種々 直接に伝達物質とならなくても，伝達物質の遊離に関与

の刺激によって prostaglandinsが脳表面から遊離するこ し，あるいは伝達物質の作用を修飾するものである可能

とも知られている。 性も考察されるべきである。

ネコの側脳室に注入すると，やや長い潜時ののちに prostaglandinsの研究は最近急速に発展した。 1967年

動物は鎮静し昏睡におちいる。 ときに動物が覚醒する 以降だけでも 2冊の本を含めて4つの綜説があらわれ

と，正常に運動しその障害は認められない。 また時に ている。その一つのなかの序文で，v. Eulerが， I種々の

は，注入後 40分以上もしてから，動物は緊張病のよう 方面からの観察と研究が収飲して，新しい生理学的生化

になる。すなわち，動物をおかしな格好においても，そ 学的知識が得られていく過程・…ぃ」と記しているのが，

のままで 90分ものあいだ動かずにいる。この緊張病の 私には印象的であった。

ような症状は 4 時間もつづき，鎮静と自発性喪失は 24~

48時間ものこっている。

prostaglandinsは皮質のネウロンには作用しないとい

う報告があるが， 脳幹の網様体の細胞に iontophoreti-

callyに与えると，明らかな作用を示す。 prostaglandin

E1では試みたネクロンの 18.5%では興奮， 4%では

抑制 prostaglandinE2では 27.5%で興奮，抑制の作

用を示すネウロンは全くなく prostaglandinF.aでは

26%で興奮， 10%で抑制であった。 multibarrelledの

ミクロピペットを用いて，同じネウロンにアセチルコリ
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|編集後記|

圃この号がお手許にとどくのと前後して，今年の第11 .“でんどらいと"の欄の原稿が一向に集りません。

回神経化学会のプログラムの編成が完了するだろうと どんな性格のものになるのか，編集の係でも，計画も

思います。今年は例年にもまして，基礎の側からも臨 予定もありません。薄謝を呈することになっています

床の側からも充実した研究の発表が行なわれそうです。 から，どしどし投稿して下さい。 400 字 3~4 枚程度。

6巻3/4号の東大・黒川氏「研究所めぐり」のお話で 読んで一寸たのしい欄になることを期待したいと思い

もわかりますように，欧州の各国はそれぞれの国に伝 ます。

統と特徴があり，それぞれの研究所や大学は，またそれ 眉綜説は，編集委員会からお願いして，書いて頂いて

ぞれに特徴をもっています。学問の歴史の新しいわが います。どんな問題を誰に，と言う御希望をおきかせ

国では，そのような奥深さはまだまだでありますが，反 下さい。

面，何か新しい歴史がここに聞きつつあると言う，そ .原著論文は，神経化学会で口演されなかったもので

んな感じをうけます。それぞれの研究グループがそれ も，投稿をおまちします。投稿料はそんなに高くない

ぞれに討議をしながら，研究を発展させて行くことが， ことに御留意頂きたいと思います。

自然に日本の神経化学の歴史をつくることになるのだ .いつも遅れていたこの‘神経化学'も，やっとほぼ

と思われます。 定期に出るようになりました。しばらく，編集を受持

.この号には，北大・生理・伊藤真次教授の綜説をの って下さった慶大・生理の永田さんのご努力のおかげ

せることができました。この分野は，とくに最近，進 です。編集の係が私にもどって，また遅れを出すよう

歩のめざましい領域です。生化学の側から神経化学に になっては面白ないと，覚悟をきめています。

興味をもたれる方々にも，多くの問題を提供する領域 ・残暑の候です。会員各位の御自愛をいのります。

となりつつあります。(高垣記)
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「神経化学」投稿規定

1.神経化学領域の研究報告論文(原著)の投稿をうけ

つける。神経系の化学的研究に直接貢献する論文を

うけつけるほか，臨床報告・短信をも合めて広く神

経系の化学に関連の深い論文を歓迎する。

2.投稿論交の著者はすべて「日本神経化学会」の会員

でなければならなL、。

3.投稿する原著論文は，他誌に掲載されずまた掲載予

定でないものに限る。

4.投稿論文の送り先:

東京都新宿区信濃町35(郵便番号160)

慶応大学医学部生理学教室内

日本神経化学会事務局宛

7.投稿論交は簡潔な日本語(原則として，常用漢字・

現代かなづかし、)であって， 400字詰原稿用紙に栂

書横書としたものでなければならない。

8.論文の構成(緒言，方法，結果，考察，総括，文献

など)は原著論文としての慣例に従うことが望まし

い，総括(結論)は論文の最初に掲載し，回O字以

内のものとする。

9.表題・著者名・所属には英文・ロ戸マ字書きをそえ

る。

10.図および表:図および表は本文と別の用紙に書き，

本文中にその掲載位置を明記する。図(および写真)

の説明はさらに別の用紙に記載し図の原稿(為るい

は写真)に付する。図の原稿は墨で浄書することが

5.掲載料および別刷料:掲載料は論文の刷り上り 4頁 望ましいが，縮小率などの関係から編集委員会でト

(400字詰原稿用紙約15枚に相当)まで無料としそれ レ{スし直すことがある。表および図(写真を合む)

以上は著者負担とする。この無料の頁数には，図・ の組版代などの実費は著者負担とする。

表・女献のスベースを合むものとする。なお，第 1 11.文献:参照文献は本文中には著者名・年号を括孤に

報，第2報の如く分割jして投稿する場合は，編集委 入れて示し，本文の最後に一指して著者の ABCn関

員会の判断にもとづき，第2報以下は超過したもの に記載する。文献記載の方法は J.Neurochem. の

とみなし，著者負担とすることがある。 規定に準拠する。

別刷は50部を単位としてその倍数の申しこみをう 12.用語および略語:物質名および生化学用語(単位な

けつける。別刷は全部有料(実費)とする。 ど)の記載のならびに略語の使用は，原則として

6.投稿論文の採否は編集委員会が決定する。受理した Biochem. J.の規定に準拠する。薬剤名，慣用の略

論文の体裁がこの規定に従わない部分は編集委員会 話を用いるときは，その最初に用いられるところに

において訂正することがある。 脚註として説明を加える。
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